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Abstract.  It is important to keep records of the planning and the result of special exhibition. We
had displayed the special exhibition Human Being and the Earth - the Wonderful Earth  at
Kanagawa Prefectural Museum of Natural History in summer of 2002. We documented about
something of the exhibition, the details, the schedule, the constitution, displays, the pictorial
book, the symposium, visitors  questionnaires, public information, number of visitors and the cost.
We tried the self-inspection of the exhibition; we had doing it on the basis of result of special study
New earth science education in a museum  of Kanagawa Prefectural Museum of Natural History.

The result of self-inspection has been estimated that our purpose was achieved generally. A
methodology of exhibition evaluation have not establish in the present. Therefore, it is necessary
for museums to accumulate documents of exhibitions and to inspect of those.
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報 告

特別展「人と大地と一 WonderfulEarth-」の開催記録と自己検証の試み

一博物館における新しい地学教育を目指して展開した展示活動一

平田大二•新井田秀ー・山下浩之•田口公則•佐藤武宏

1. はじめに

毎年、 国内の博物館 ・美術館では、数多くの特別展や

企画展が開催されている。これらの展示は、期間を限定

して開催されるものであるが、開催の目的、テーマ、展

示規模、予算についてはさまざまである。イベント的に
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一過性のものあれば、館の研究活動や普及活動、しいて

は博物館のあらゆる活動に連動 しているものもある

（川那部 ）。展示の企画から展示準備、開催中の行

事などさまざまな作業は、 各展示により多種多様であ

る。これらの作業を遂行するにあたっては、担当の学芸

員をはじめ関係者の時間と労力、そして経費は膨大な

ものとなる。従来は、そのような展示の開催記録は、そ

れぞれの館の年報や館報 （例えば、 神奈川県立生命の

星・地球博物館 ）などや、関係学協会詰のト ピッ

クス記事などに概要が報告される場合が多かった （例

えば、新井 飯田 など）。 しかし、 展示の一

連の作業を積極的に博物館活動や社会活動として位置

づけ、観覧者の反応も記録して、展示の検証や評価を行

なう報告も増えてきた。金山 は、目標の対象と

なる階層に対して、社会的アイデアや社会的I貫習を

もっと受け入れてもらうためのプログラムの企画 ・実
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施・菅理に関連した、社会変革のためのマネジメント技

術を意味する「ソーシャル・マーケティング」に基づき

特別展を計画・実施し、その理論的な展開を実証分析し

た。特別展を博物館の一行事とするだけではなく、地域

社会のさまざまな活動の一環にすえようとする試みで

ある。加藤 や用田 は、資料収集や調査研

究など日常の博物館活動が韮礎となり企画された展示

の記録を残すことは、将来の展示に役立つはずであり、

博物館の評価にもつながるとしている。また、板谷

は、従来とは異なる新しい機軸の展示の記録と

検証が、博物館の新しい隈開を考える上で必要である

としている。このような報告は、単に記録を残すという

だけでなく、将来の特別展等のあり方を検討する上で

重要であるし、最近話題となっている博物館評価にも

検討の材料を提供するものである。

そこで本稿では、神奈川県立生命の星・地球博物館に

おいて 年月から月にかけて筆者らの企画により

開催された特別展「人と大地と 」に

ついて、企画案、鹿示準備、展示構成と手法、来館者の

反応、広報、印刷物などについて記録し、展示のねらい

と結果について自ら検証することを試みることにした。

この特別展は、 年度から 年間にわたり実施された

生命の星・地球博物館総合研究「博物館における新しい

地学教育」において研究され、開発された考え方や方法

論を基にして、地球の営みが生み出したすばらしい景観

と、大地に表れた岩石、鉱物の色や形や模様、そして人

とのかかわりについて、一般市民にわかりやすく解説す

ることを目的としたものであった。

2.特別展「人と大地と渭onderfuI Earth-」の
開催記録

ーロに特別展や企画展といっても、内容や規模はも

ちるん、その開催目的や経緯、準備作業、スケジュール、

組織体制、予算など、同じものはない。同じ企画を持ち

回る巡回展といえども、ずべての館で同じではない。だ

からこそ、個々の開催記録は貴重なデータとなろはず

である。

本項では、特別展「人と大地と」の開催記録について、

開催までの経緯と作業スケジュール、 会期と会

場、 展示の目的と構成、 図録、 ワークショッ

プ、 シンポジウム、 入場者アンケート、 広

報、 入場者数と入場料、 開催経費にわけて記

載する。

2-1.開催までの経緯と作業スケジュール

特別展開催に関わる経緯とその作業スケジュールを、

表にまとめた。 年度から開始された総合研究「博

物館における新しい地学教育」は、生命の星・地球博物

館の学芸員有志で組織した （ 

の略）と、

を拡充した博物館外の研究協力者をも含めた組織で

ある

のふたつの研究活動をもとに進められ

た（小出ほか、 ）。 は、新しい地球科学の

普及、手法、考えを追求するための組織された研究グ

ループである。各種の実験的講座を行い、地球科学教育

の方法論の確立を目指していろ。一般市民が、岩石や地

層の観察の方法、自然の見方などを学習し、自ら考え実

践することで、「広く深く地球科学を学ぶ」ことを目標

に活動を行っている。 は、学芸員と小・中学校

や盲学校、教育研究機関の敦員、プロバイダーのエンジ

ニアなどが集まって組織された研究グループである。

「いつでも、どこでも、だれでも、いくらでも活用でき

る博物館」を目指して、これまでにない観点から博物館

の情報を利用で彦る手法のケーススタディを構築しよう

と活動した。

これらの研究活動で構築された理論と、それをもと

に開発された方法論を用いて、地球のさまざまな姿と

人とのかかわりについて解説するために、特別展の企

画立案と展示資料の収集準備も 年度から進められ

た。特別展の開催年度である 年は、 月からポス

ター・チラシ、図録など印刷物の企画と作成や、図録付

録としての 作成をおこなった。会期前の月から

月中旬にかけては、博物館地学ポランティアの協力を

仰ぎ展示作業をおこなった。博物館正面玄関等に設置

ずる大型看板類以外は、ずべて館職員と博物館ボラン

ティアの製作によろものである。会期中は関連行事で

あるワークショップ、シンポジウムを開催した。会期が

終了した後の 月からは、展示物の撤収とともに、特

別展の内容をデジタルデータベース化するための資料

の撮影を行なった。

1999年度12000年度12001年度l4月～6月|7月～孟°2|10月～12月I1月～3月
総合研究

展示企画

資料収集

ポスター等作成

図録作成

展示作業

展示

撤収

デジタル化

デザイン•印刷

CD作成•原稿•印刷

——• 

●研究報告書発行

レイアウト・パネル作成・飾付

→ ワークショップ・シンポジウム開催

| 
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2-2.会期と会場

特別展の会期は 年月 日（土）から 月 日

（日）までで、開館日数は月曜日の休館日を除いて 日

間であった。会場は、 神奈川県立生命の星 ・地球博物館

の1階にある特別展示室のほぼ全面（約 平方）を

使用した（図 ）。

2-3.展示の目的と構成

特別展「人と大地と」 は、総合研究「博物館における

新しい地学教育」において研究、開発された考え方や方

法論を基本において企画されたものである。上記の総合

研究は、 大地の素晴らしさを、より多くの人に、よりわ

かりやすく伝えるための方法論を確立するために、これ

までにない新しい視点をもつこと、新しい方法論をみつ

けるこ と、 新しい道具を使うこ と、新しい体系をつくる

こと を目標と して取り組んだ（小出ほか、 ）。そこ

で本特別展では、地球史における長い時間と壮大な営み

を通じてできた大地の景観や形態を、人がどのように見

て、どのように感じ、 どのよう に表現してきたかを、さ

まざまな視点、切り口で展開することとした。この展示

が、市民が大地をより理解できるための導入となり、自

然への好奇心をもち、 市民が自ら自然を調べることの

きっかけとなることを目的とした。

展示の構成は、 つの大項目と、各大項目のなかに

つから 6つの小項目を設定し、 各項目のねらいを定めた

（表 ）。項目 を展開した展示室のレイアウトは図 の

とおりである。大項目と小項目 には、それぞれタイトル

パネルと 字程度の大項目解説、小項目解説をつけた。

表 ．展示項目一覧

展示項目

大項目 小項目

1 「地球と生命がつくりあげた大地」

「地球の材料」

「最古の海と陸」

「大気の形成」

「生命の歩み」

「地球を作る石」

2 「大地の見かた」

「時間と空間」

「調べる道具」

「地図のいるいろ」

「新しい視点」

3 「大地の中の芸術」

「水晶のいるいろ」

「美しい天然結晶」

「鉱物の形と色」

「宇宙からみた大地の模様」

「岩石の形と模様」

「大地に芸術を見いだす」

4 「人と大地のかかわり」

「天然資源」

「右材（神奈川 ・日本 ・世界）」

「ダイヤモンド物語」

「人工水晶」

5 「芸術になった大地」

「芸術作品」

「世界の石の民芸品」

6 「地球の寺子屋」

「デジタルデータベース ・

「砂の自然史」

「総合研究一博物館における新しい地学教育」

の歩み
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3

大項目

1地球と生命がつくりあげた大地」
46億年にわたる地球の歴史が、隕石や大地を
つくる岩石や地層の中に記録されていること、
そして大地と海、大気、生命とのかかわりあい
より、地球環境が変遷してきたことを理解す
る。

2.大地の見かた
地球の歴史と成り立ちを理解するためには、
46億年前から現在・未来までを考える時間感覚
と、極微小の原子から無限大の宇宙までという
空間感覚をもつことか重要であること、そして
これらの感党にもとついて観察するために、
様々な道具が開発され使用されてきたことを理
解する。あらゆる道具の進歩とともに、人の五
感も大切な道具であり、視点を変えれば見える
ものも、見え方も変わってくることを理解す
る。

表 ．各展示項目 のねらいと主な資料

小項目 主な展示資料

1-1.地球の材料
隕石には石質隕石、石鉄隕石、鉄隕石の3つ 石質隕石、石鉄隕石、鉄隕石
のグループがあること、石質隕石のなかに隕石 なと
がてきたときの様子を残す始原的隕石があり、
その隕石が地球をつくった材料であることを理
解する。

1-2.最古の海と陸
北米大陸やグリーンランド、オーストラリ 太古代の片麻岩類、礫岩、続
ア、アフリカ、南極大陸などに約40億年前の岩 状鉄鉱石、枕状溶岩など
石が分布しており、それらの岩石からすでに原
始海洋と小さな陸地が存在していたことを理解
する。

1-3.大気の形成
大気に大畠の酸素を放出したのが原始的なラ ストロマトライト、縞状鉄鉱
ン藻類であるシアノパクテリアの光合成による 石など
ことを、シアノハクテリアがつくりだしたスト
ロマトライトと遊離酸素が海中の鉄分と結びつ
いて形成された縞状鉄鉱石から理解する。

1-4.生命の歩み
35億年前の地層から発見された最古の生命化
石をはしめとして、各地質時代を代表する化石
類を紹介することで、約6億年前からはじまる生
命の爆発的な進化か、その前の長い準備期間が
あったことを理解する。

1-5.地球を作る石
大地を構成する岩石は、海底をつくる海洋地
殻と大陸をつくる大陸地殻により種類が異なる
こと、また岩石はできる場所によって種類が異
なることを理解する。

2-1．時間と空、
46億年におよ心地球の営みによりつくりあげ
てきた大地の生い立ちを考えるためには、様々
な尺度の時間感覚を理解すること、また様々な
地球の営みがそれそれいつ起きたのか、時系列
に並へて考える必要があることを理解する。ま
た、地球は太陽系の惑星のひとつであり、元素
から宇宙までの様々なレベルの空間の広かりと
つながりを考えることの重要性を理解する。

2-2.調べる道具
野外調査で観察、記録し、資料を採集するため
に必要な道具や、室内で細かく観察するための
顕微鏡や、より精密な分析をする各種の化学分
析機器について理解する。

2-3.地図のいろいろ

等高線で地形をあらわす地形図や、航空写
真、衛星画像など、目的によりさまざまな地図
が作成されていることを理解する。

2-4.新しい視点
視覚を中心にしたものの見方以外に、触覚、
聴覚、味覚、嗅覚をさらに活用すれば、それま
で気がつかなかったことに気かつくことかある
こと、人間の五感を再認識することの重要性を
理解する。

最古の生命化石を含むチャー
ト、ストロマトライト、三葉
虫、アンモナイト、貝化石、
霊長類化石なと

玄武岩、安山岩、流紋岩、花
詈岩、片麻岩、結昂片岩、砂
右、泥岩、石灰岩など

時間スケールを表すパネル、
空間スケールを表すパネル

ハンマー、野帖、地形図、カ
メラ、顕微鏡、各種化学分析
機器など

地形図地勢図航空写言
衛星画像、地形模型、地｀、図
なと

触察用標本（火山弾、アンモ
ナイト）
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3 .表 （続き） 各展示項目のねらいと主な資料

大項目

3.大地の中の芸術」
自然の営みは、すばらしい景観や、鉱物、岩
石、生物などの色や形、模様も不思議なもの作
り出す。自然の営みが作り出した形や色は、あ
る物理化学的条件のもとにできたものである。
それらを自然の中の芸術としてとらえることも
自然を捉える方法のひとつであることを理解す
る。

4.人と大地のかかわり
大地は、人間生活に必要な資源をもたらして
きた。金属資源や燃料資源、ダイヤモンドのよ
うな宝石類なと、人間は自然が作り出したもの
を活用して、様々な道具やものを作り出し、人
の歴史を変えてきたことを理解する。

小項目

3-1.水晶のいろいろ
無色透明、六角柱状の結晶として知られてい
る水晶には、いろいろな形や色をしているもの
かある。そのような水晶の多様性に視点をあて
た。

3-2.美しい天然結晶
鉱物の中には美しい色や形をしたものがあ
り、宝石や貴石として利用されているものもあ
ることを理解する。

3-3.鉱物の形と色

主な展示資料

水晶、紫水晶、黄水晶、黒水
晶、メノウ、玉髄なと

緑柱石、電気石、ザク□石、
ひすい輝石など

鉱物の結晶には、いろいろな形かあり、同じ 各種鉱物
鉱物でも見かけの形が異なるものかあること、
また鉱物の色も、無色透明なものから黒色、ま
た赤色や青色、緑色なと様々てあり、天然の結
晶の多様性を理解する。

3-4.宇宙からみt＝大地の模様
人工衛星かとらえた大地の姿は、これまでに 観測衛星ASTERの画像
みたこともないような模様を映し出すことかあ
る。巨大な地質構造や、抽象芸術のような地層
や砂丘の模様など、衛星からの画像がこれまで
にない視点を提供することを理解する。

3-5.岩石の形と模様
岩石や地層みられる不思議な形や模様が、マ 枕状溶岩、柱状節理、斜交葉
クマの冷却や地殻変動、堆積作用、浸食作用、 理など
風化作用なと地球の営みによってできることを
理解する。

3-6.大地に芸術を見出す
岩石や鉱物のなかにみられる模様には、風景 風景石、水石、球状花尚岩な
や絵画のようなものがあり、芸術的に鑑賞する と
対象とされるものがある。自然を芸術的な視点
で捉えることの面白さを理解する。

4-1.天然資源

人間は、さまざま鉱物や岩石を、人の生活に
とって有用な天然資源として利用している。鉄
や銅などの金属資源金、銀、白金などの貴金
属鉱物、石油や石炭なとの燃料資源など、いろ
いろな鉱物や岩石が天然資源として、さまさま
に使われていることを理解する。

4-2.石材

鉄鉱石、銅鉱石、マンガン鉱
石、石炭など

古今束西を問わず、人間は岩石を城壁や石 神奈川県内の石材、日本国内
畳、建造物、彫像など建築物の材料として古く の石材、世界の石材など
から利用してきたこと、そしてそれぞれの岩石
の硬さ、色や模様などによって、その利用の仕
方はさまざまであることを理解する。

4-3.ダイヤモンド物語
タイヤモンドの分布と産状、組成などについ タイヤモンド、有名タイヤモ
て解説し、宝石を科学的な目て見ることに焦点 ンドの複製など
を当てるとともに、ダイヤモンドにまつわる悲
嘉こもごもの物語を紹介することにより、人と
大地のかかわりについて理解する。

4-4.人工水晶

天然に産する鉱物と同一の化学成分、結晶構 人工水晶棟本各種
造をもつ人工合成結晶の結晶を人工鉱物とよ
ふ。さまざまな人工鉱物が、いろいろな手法で
合成されており、工業用にも多くの目的て利用
されていることを理解する。
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3 .表 （続き） 各展示項目のねらいと主な資料

大項目

5.芸術になった大地
人間は自然の大地のなかから素材を選び出
し、士器や彫刻、絵画なとの芸術作品をつくっ
てきた。自然と芸術は、人間の脳を介してつな
がっていることを理解する。

小項目

5-1.芸術作品
鉄隕石や岩石を素材にした芸術作品が、古く
からつくられてきた。それぞれの岩石がもつ色
や模様、質感などから、作者は大地の神秘さや
不思議さを感じとり、作品のイメージをつくり
あげ、表現していることを理解する。

5-2.世界の石の民芸品

主な展示資料

隕鉄ナイフ、メテオクラス、
岩石彫刻など

世界各地で、その地方でとれる鉱物や岩石の 石や鉱物を使った各種民芸品

6.地球の寺子屋
「いつても、どこても、だれでも、いくらで
も」利用てきる博物館つくりをめさした活動の
場として設定し、総合研究の成果や特別展図録
のCD-ROM版EPACS自然史博物館、ワークショップ
「ワンタフル・アースー地球を楽しむ大実験
ー」、シンポジウム「博物館における新しい地学
教育を考える」、ホームページ「地球の寺子
屋」も活動の一つとして位置づけた。

色や模様なとの特徴を生かして、お国柄や土地
柄があらわれた面白い民芸品がいろいろとつく
られていることを理解する。

6-1.デジタルデータペース・EPACS自然史博物館

コンピュータやインターネットを使って、
「いつても、どこても、だれでも、いくらで
も」博物館を利用てきる手段として、博物館が
所蔵する標本と多様な情報を活用して、 「地
球」をテーマにした4つのテジタルデータベース
を構築した。これらのテータヘースを、展示室
のパソコンで、自由に閲覧できるようにした。

6-2.砂の自然史

デジタルテータヘース
(1)地球のからくり
(2)神奈川の大地
(3)地球地学紀行
(4)地球を見る

市民参加型のデータベースとして、市民か自 神奈川、日本、世界の砂の棟
ら集めた神奈川、日本、そして世界の砂の標本 本
を展示することにより、砂を集めることから砂
とは何か、砂のでき方、各地の砂の違いなとを
考えるとともに、採集地の周りの自然をよく観
察することから、自然について考えられること
を理解する。

6-3.「総合研究一博物館における新しい地
学教育」の歩み
PAC GeoとEPACSの紹介と、その活動のなかで 講座「大地の生い立ちを探
作成してきたガイドフックや実験講座資料など る」シリーズ資料、地球物語
各種印刷物を公開し、総合研究のあゆみを展示 シリーズなどの印刷物
することで、研究内容を理解させる。

また、各展示資料には、個別の標本ラベルや解説ラベル

をつけた。なお、展示解説文の作成にあたっては、だれ

もがわかりやすいように、できるだけ専門用語を少なく

し、漢字を少なくした。 さらに専門的な事柄には、ワン

ポイン ト・アドバイス（ 字程度の解説）をつけた。

展示資料は、各項目のねらいを表現できるものとし

て、 岩石や鉱物、化石、 各種地図類、調査道具等の実物

資料、衛星画像や 鳥轍図、露頭写真、解説図等のパ

ネル資料など博物館所蔵資料を中心に選定して展示し

た。 展示した資料点数は 件 点である（付表）。

なお、 特別展「人と大地と」をデジタルデータベースと

して構築し、 年月 からホームページ上で公開 して

いる

2-4.特別展図録「人と大地と一WonderfulEarth-」

特別展示の内容を、よ り理解してもらうために作成し

たものである。体裁は 判、 ページ、 付で

三

図 ．特別展図録 「人と大地と」の表紙と付録
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ある（図：平mほか ），印刷邸数は 祁であっ

に付録り） にば、デジタルデヽータベヽース・

n然史栂物館として溝築し 1笠「地球のからく
り」、「神奈川の大地」、「地学地球紀行」、「地球をみる」

を収錬したC 販売分として 部が用意され、 年 1

H主でに販売完了したC

図録表紙・ポスター・チラシのデザイン：図録の六紙

とポスタヽ ー、チラシのデザインiこべ）` じヽ ては、特別兵の趣

旨が反映されるように検討した結果アンモナイトのモ

ザイク幽を採用することとした（図），新しし 9t見点、新

ししヽ 手法、新し，．K 道ヽ旦を使：）と．、ヽ う意；図のもとに考え，ざ

ものであな

アンモサイトのモザイク両ば「フォトモザイク」や

「フォ：、モンタージュ」とよぽれる―r法であな目的の
仙lf象を涵当な数のマプ、目に分割し、その部分の色調iこ

あったタイル[ilii像を貼り付けて、元の絵を再現戸訊法

であるいモザイク血の作邸こば、 社

の と'k うヽソフ：ヽ ウェアを使用した．し9

タイル幽像ばあらかじめ x ヒクセルに屹形l..1そ

枚の画像を使用した。夕しーゲッド画像の秤只Ii、、

仕の で）Jn...Lしだくポフ、ター
（ 版・ 版）に使用したモザイク両ほ、クーゲット両

像を縦 X横 マスに分割し、このマス目にタイル

圃像を貼り付けた・,したがって、使用したクイル画像の

総数は 枚となっ‘,E・らチラシ（ 版）に使用した

モザイク幽ば、タヽーゲット幽像を縦 X横 マスに分

割したくしたがって、使用したタイル叫像の総数は

枚となった。使用し心タイ Iレ画像は、特別屁に展示し．

茫資料や、内容に関連した岩右の写宜や露明・風景が多

いため、比較的此姶色に＇畠んだ両像が多くなってし遵），

しかし｀クーゲット両像にほ赤、緑が頓い部分が多いた

め、色調を補正ナるため、 9もュ•ーンハンスモードで色調

を補正した,.;を（／）ため、同じタイル両像でも貼り付けら

れて;ヽる邸分によって、微妙（こ色調が変わってしヽる＜

同 ，打別届―9A、

レ，I¥・一也レ」 (j)チラ

シ｛呵l,)
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2-5. ワークショップ

「ワンダフル・アしースー地球を楽しむ大実験ー」と称

して、特別展示室内に改置l.、た地球の寺子犀の、コ、ーナし一

で、求館者と学芸員が一緒にさまざまな実験を行なう

「ワークショッフ」を 口にわたり閲催したC

第1国「砂マップづくり」： 月 n (n)の午前と午

後、各1回開催し年国内外の砂 極疲を、 用祇に

印刷したl廿界地図に両血ラ一しープを用し、て貼り付けて、砂

図・ t}ークショッフ,咤 |d「砧マップづくi;.」(il

枯［・

図 ．ツークショッフ第2回―9‘‘：ットボ l‘，ルの砂時

計づくi;」り）枯 r・

阿 ，ツークシ=r;I -1'第3回「地同をつくるう・

”稔 l̂,

のマップを作成l.,9ぞ．＜, 111一即こば` しヽ ろ，Sヽるな秒があるこ

と、身近な場所にも砂があり、その砂から k` ろヽし、るなこ

とが蔀み取れることをねら．K とヽし19ご，参加者ぱ幼児から

中学生主での 名であった（図）｀＇

第2回「ペットボトルの砂時計づくり」： ;-J 11 (11 J 

の午前と午後、各 1皿閲＃しにe 空きペットボドルとサ

ハラ砂瑛の細粒祁を利用して、砂時計をつくったe ベッ

；、ポ：、ルのふたにあける穴(j.)径と、砂の粒径との関係

で、砂の落ちる速度が異なること、ヘッ，＼ボ；、ルの形状

によっても砂の浴ち方が俊わることに気がつくようにな

る（図）"幼児から中学生まで 名の参加があっ応，

第3回「地図をつくろう」： ;-J 11（||)の午肖iに以午

後、各 1回閑併したC 地図への理船を深めることができ

ろ―一とを目的として、家からt叩物館までの道順を使った

交通楼関と、その問に見えだものを苫窓上げてtヽく作迭

を1」なった（図）し，共同して地図をつくり上げて｀しヽくこ
とにより、廿匝離感応や守岡認誠ができるようになってく

る「参加者げ小学生から高校生まで 名であった。

第4同「石を磨こう」： ,4 11 （||)の午前と午後し

各 回開i存しん，丹沢山地に右する緑色のセ―7ドン石

図 ．ツークショッフ釘与--1|口|「石を茫こうーむ）桔

[-

同 ， ツークシコップ第5回一手で見る地陪レ化右・

｝）株f•
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を材料iこして、辿跡から窪1'1,Iする勾玉と同じようiこ右を

！ごく｛乍築をfiった．，，不のかけらを、:ttl̀kヽ Hから綿かし、目ま

での紐天ヨりで順に磨食上げろ作業を迪し．．て、i!•更し、イ 1 で

も人の了により磨くことができることを学習した（図）"

参加者ほ、＄力児から成人主で 人であげこ，

第5回「手で見る地層と化石」： 月 n (n)の午前

と午後、各回開催した・,アンモナイ：心の化右が坪もれ

てしヽる標木を活用して、手で触って地胴と化右の観察を

1」・）作業であった｀．，参加者ぱ小学止から中学止までとそ
の保護者の 名であった，祝覚による観．寮と、円詑し．

状能での下による観察で、どのような観察の達いが出る

か、各自が考えた（図）C

2-6.シンポジウム「博物館における新しい科学教育を

考える」

特別展会期中の月 日（土）に生命の星・地球博物

館の講義毎こ―ご、「博物館における新し．．tヽ科学散育を考

える」をう＿—-マとしたシンボジウムを開催し応，伸物館

が保管する膨人な性本や悼報などを訴用で←さる上．うにす

るためには、どのtうな視点を特‘t・)、どのような考え方

で、どのように話動して・，ヽ＜、一とが必要かを考え、これ

からの博物館における地学敦育さらには科学教育の新し

•しー、加叫‘1：につーc,-c―"―義論することを目的とした、シンボジ

ウムば、某調請濱 （牛と博物館活用事例としての実践

報筈 件、i‘舌直J)実践報筈のボスタ——セッション （牛と総

合討函で構成され応参加．名Iよ 名であっ宍（図 ）。

以下i・っその概英を記す（神空川県寸生命の足・地球博物

館編 ）， 

1)基調講演

①「いまなぜ新しい科学教育が必要か？」

小出良幸氏（札幌学院大学社会情軽学部）

神奈川開立生命の旦・地球t可物館でおこ！：われた地字

教台に関するフロジJ'クトを例にして、その裕括的紹介

と意窯、将求への展望、そしで悼物館にお I•rる地学教育
や科学教台のあり方について論じた，

理科院れや理科嫌いが危惧されるなかで、これ以上理

同 ， シンポジウム「博物飴にお：する新しい科字

粒育」(j.)"胃演現摂

科嫌しヽ をつくら）：［し、、ある＇し、：ま理科好念を生み1, 1,1すため

にば、科学への理解と必要性を認識してもらう楼会と場

を多数促供で食るtw-物館の役割応誼要になってくな柄

物館でぽ、従．求から科学教育をおこな＜．，てぎたが、今後

は博物館の科学教台において方法論を苫遍化、埋論化し

ようという発想が』朽要となか博物館には牛詳学習施設

として、多様な試みをきさる殷臼印‘中、人材｀白金を

備えて；．ヽて、そのことを再忍識する4ス要がある，

現状分析：プr！ジJl/トの必要仕の確認と問坦点の洗

｀し、出すためにば、社会、教育、地学、博物館などの各階

円における現状分析が必要であろ小11,1

戦略：・ブロジコクトの進め方と問題解決のための方法

にば、埋論ど妾践的ケーススタディの両輪で進めること

が重淫である小出ほか

理論：プ旦ジ,_クトの目棚と）j法論を一般化ナるため

にば、自然史の再構築、自然史リテラシヽー、ユニバヽーサ

ルデザインの視点から議論が必要である,,ヽ1|'l

実践的ケーススタディ：フロジゴク；、f)．コアに,y,,-て

理論的な裏付(•tを行なし、、ニュー・ツール、ニュー・メ

ソッド、ニュー・デザインをキーワードとして夷践を行

なう、一とが璽要である小出 小出はか

Next Stage:フロジ：rクトの総括と今後に進むべきh
向としては、輪人．文化から脱却して固有又―化の発信する

こと、次なる新しし、屎開を考えること、新し｀、ヽカ法諭ば

新しし、結織論で行なうことが必要であな

②「科学ジャーナリズムと科学リテラシーについて」

林 衛氏（ユニパーサルデザイン総合研究所）

i見代におi}る科学ジャーナリズムの役割が｀ 広く・

深く 市実に追い）、社全全体に向けてその話吐を語りか

け、社会的営みであろ科学を社会(})中iこ育てていくー＿ど

にあること、ま Iを博物館も科学やその成呆を'TUるだけで

なく、科学を使・し楽しめるようになる場となることが求

められて．K、なあわザて、 H本の科学敦有と科学ジャ、一

ナリズムに共通する課躁である、メディアリテラシーと

科学リテランーとの関係につ．dゞて論じたC

なぜ科学を学ぶのか，（固人的あるいほ仕会的などさ主

同 ， シンボジウム「博物飴＇；こ詞：•1 る新しい科字

教育」りポスター・tぐ；1シコン現摂
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ざまな意忠決定の場において、科学を使いこなせる能力

である科学リテラシーの重要性が席まっており．、従来よ

：＇）も科学教台への期待度は生まっている，．にもかかわら

ず、科学敦育はそれに応えられているか疑問である。

科学への知的好肯心を満たしたり、科学に感動したり

するごとば、科学教育のなかで重要であるぐしかし、そ

れだi}では科学を使し、、一なせるようにf¢らなし＼，自然科

学の他の分野や経済や歴史、政治などの社会科学分野と

結びつく―ーとのな v`‘、断片的な知識の伝逹でしかなし‘

I科学のための科学教育」に対して、理科離れ、科学離

れがおこるのば当然である。科学する心、不思議を感じ

る心、真実を造究し続けようと‘ヽ．ヽう心、決して焼呑みに

しなしヽ 心など1建仝な懐疑工義と批判的精神を備え、それ

を忘れずに必要な場国で発押できる市民、科学者、

ジャーナリス：、になれようにれる、一とが大切である。

市民社会における科学ジャーナリズムの役割戦後の

日本の科学ジャーサリズムの発展・成長禍程を検証し．、

今日的な科学ジャ・ーナリズムの役割について論じられ

た。表面的な字実を受動的に伝えるだけでなく、事柄(/)

木質を明らかにし、上りよい科学を育てるとともに、社

会(/)中で科学とかかわって生じるさまざま心問阻の解決

や千防に力を発揮でさる科学ジャしーナリズムが求められ

ている。 広く・深く 字実4こ迫り、科学者を含む社会

に向けてその話味を語りかけ、科学に関する事故や事件

を末然に防ぐとともに、科学を社会(/)中に育てていく、一

とが重要である。

③「博物館は、なにを、だれに、どう発信するのか」

平田大二（神奈川県立生命の星・地球博物館）

博約館(/)最大の特徴は、膨大左資料と、それに付随ナ

る各種の情報を保管していることである，，このような溢

半l•と情報を、「し、つでも、どこでも、だれでも、、，ヽくら

でも」＃効に活用できる仕組みを整えることが、これか

らの博物館(/)誼渓な（吏命とななまた回時に、これら(/)

盗料と情報をみる視点について、従米の考え方や視点に

とらわれたい、多様な視点があることを利用者に認識し

てもらえるような活動を進めることも重要な課涅であ

る。ご(/)ような恨）ばから、博物館(/)現状と今後の展和こ

っしヽて論じ‘「：：：ヘ

博物館の現状：博勃館が置かれている現状として、立

地条件、潜在的利用者居と利用者数、利用目的、所蕨寅

料、職員などを認蔑することが必英である小出

発信すべきもの：神奈川に関するも(/)を中心とした所

蔵物、所蔵貸料の1者報、自然を理解するための視点や方
法、考え方、あるいは考えるためのヒン：｀、目然の不思

識さや美しさ、それらに対して感勅する心、そして自然

への知的好奇心の重妻性が指摘されたし

発信すべき対象．渚報発信する対象としては、幼脱か

ら成人、老人まであらゆる年齢層、初心者から専門家ま

でのあらゆる知的階居、さまざまな障害者から健常者、

日本人から外国人までのあらゆる人を対象とすることに

忘義かある＾

発信する方法：博勒館内外において、どのようた方法

で1吉報癸伝するこどが必要か、末たそれぞれ．力法にも長

所、短所があるーーとが示された、｀また、・「肯報の発信が博

物館から利用者への一方向性から、博物館ど利用者の双

加 (rj付へ、さらには博物館と利用者多数を含めた多h向
性へ発展・し、ネットワークが形成されることが韮要であ

る小出はか

2)実践報告

①「学校教育における博物館活用」

長山裔千氏（小田原市立白山中学校）

博物舘の総合研究に参加して、新しい視点で地球や自

然を見直すことがでまたこと、新し‘＂ヽ道具を使うまっか

：すがうまれたこと、学校だけでなくさまざまな人たちと

の交流が生まれたこと、そして、それらの結果として授

業の中で敦えることについての考え方が変化し、囲物館

をどのように活用して主たか、を報告したし

新しい視点：総合研究のなかで袋論を重ねてきたり．、

地球 億年(/)壮人な歴史を理解し、地球(/)美し．的こ魅

サられたりしたことにより、学校現場で生徒に教えるこ

とについての考え力を再認識ナることがでまるC 生徒(/)

奸奇心を引き出すことができれば、閃心を持ち読けるこ

とが可能となるし！受要：で学ぴ方がわかれば、止分で覗

べ、由明家の講査を理解して考えを広げていくことなど

も期待でさる。そのためには、授党で本物を見せる、一

ど、博物館で本物を見ること、博物館の行事などに参加

する、一とで調べる機会がたくさんある、一と、そして一緒

に博物館に行くことなど、数師ができる仕事について考

えるべ六であるV

新しい道具：新しい道具としてパソコンを導人し、テ

レビ会議システムの試行も行なうれど、情報教育(/)魚速

な進歩と情報機器の普及に対して主休的に取り組んだ＾

生徒が自却こインクーネッ ドで調べたり、ホームページ

を作って吝きこ2砕こ答えたり 、テレビ会蹄で外国に什ん

で‘＂ヽ る人と会話を したり、他の学校との交流も行えたc

新しい交流．教師と牛徒が、ともに博物誼や博物館女

の会の各種講座へ参加、特別展や企画展に出品と展示解

説を行なう過程で、しVういろな年代の人たちと ・絋こ学

習と作栗を行ない、筋しい交流がでそ'l:f：こ。生徒は、大人

も勉強しているこど、学校以外にも勉強するとこらがあ

るーーと左ど、学習には年齢や場所は関係ないことが理解

したr.また、牛徒の展示説明に対して米館者から感謝さ

れるなど、満足感を咲わうことを経験でぎたことは貸諏

な休験であるr・

実践活用：中学校が博物館を活用する実践例として

は、「白ら課壊を昇，つけ、実体験を積み重ね、自己の1+．

よ方を考える学習」と位笠づけられる「総合的f閂学習」

が大きな割合を占めふ校内で課坦を見叫、実体験を

積み重ね、課坦を解明する楊として、博物館ダ）尻示奎や

ライプラリヽーを活用し、学芸貝を利用することが、牛徒

にとっては意義があるC また、造足での博物館見学で

も、牛徒自身でテ•—マを決めて．屏学させることにより、

それぞれに新し．．｀ヽ気づきがある。世段の授業にお；．ヽて

も、できるだけ博物館を話用することを心がけることも

匡淫である。ごれらの実践を通して、幅の）よ＆滉方がで

きる中学牛を百てる学校教育を目指し、 I専物館や学芸只
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という仕ギに興味を持ち、将来科学にたずさわる人人を

増やすことが可能であるc

②「障害者にとっての博物館活用」

鈴木拓也氏（神奈川県立平塚盲学校）

中途の視覚陣言者であり、盲学校に勤務している教員

として、視兌障害者の守場で障害者の博物館活吊につい

て報告した，

同じ社会で生きてくために：今までは「障害者Jは規

格外におかれる、一とが多かったが、 11丘害者も同じ社会人

であることに違‘H 1ヽえなく、最近ではユニハ・ーサルデザ・イ

ンの考えの浸透とともに、社会の中で悼害者の立場も配

芯されるようになってきた社会背景があな博物館にお

ヽ` ‘ても、―-(/)コンセプトが反映され実践されるように

なってきた，，盲学校や西学校、そして肢体不白山茶魂学

校においても、知的な問題がない生徒に関しては、｛建常

者に「準ずる敦育Jをしなくてはならないこの「準ず

る」としヽう用語は「同じ」としヽう窓味であな しかし、

「同じ」ことするためには、それぞれの障害に配慮が必

要であり、教材を変えたり工夫したり、教え力をそのI滋

害に合わザるなどしなければならなし＼＾障害者が同じ仕

会人である以上、博拗館への興味・感心は健常者と 1百」じ

ものであり、その障害者を対象と考えるならば、健常者

に「準じたこと」を博物館が用窓しなければ1滋害者はそ

れを活用できな‘̀‘c

博物館を直接利用するには：障害者が津物館を訪問す

る除、初めに間運となるのは交通アクセスであふ視’覚

障害者にとっては点字プロックが必要であり、車椅了ー(/)

人にとってば段差がないことが重要であるなど、地域仕

会の理解と傑境整備、障宮(j)逸いによる対応(j)逸いへ(/)

理解など、さまざ主な問理を考慮する必要があるc t卑物

館内においても、展示物や各種の表示など車椅了(/)振点

（謀さ）を配慮する必要性や、視党障害者向けの手で競

察して‘"ヽろものを説明してくれる音古ソフトの必姿であ

るつまた、触っている部分の感触だけでなく、全休像を

理解することも重要であるし

ホームページを利用するために；新しい道具としてパ

ソコンを使し、、ホームベージを利用するごとも可能であ

ぶ視党障害者は情報を音声で認識するわけなので、幽

像デークを説明文に笠き換えるテキスけ版を什るとか、

リンクをたどりやすいような栴成にするなどの配慮も収

薬であな

障害者は時間がかかる！ ；いろいろな，意味で、障者者

が知織を自分(/)もの{•こしてしヽくには時間がかかるし移動

や、直接的な経験をより必要とすることもあるぐ しに

がって、健常者に「準ずる」生活を求めるならば、健常

者以上に障害者の博物館の利用時間が必要であふ

③「フリースクールと博物館」石井政道氏（小田原市教

育研究所）

不淫校児章や生徒を受け入れる教育相談学級の教員とし

て、博物館をと‘•I})ように活用して‘k ヽるかについて報告したイ．

不登校児童·生徒の受け入れ公立機関•神奈川県にお

：する不登校脱蛍および牛徒を受け入れる公立機関は、学

校内に設濫され油学する学校への転校手続点が必淫な相

談指導学級ど、学校外に設世され転校の必要のない適応

指・iが学線の―．つがある，．

小田原市教育相談指導学級の位芭づけ：小田原市教育

相談指午学級は、,j,1±1原市教育委員会・教育研究所の敦

育相談虫業の一啜として運常されており、神奈川県で‘、ヽ

う涵応指，1井教室にあたるC その殷世目的は、小出原市立

小学校又は中学校に在籍し、心理的・情緒的要因により

登校でまないでtヽる児単•生徒を対象に、在距校への役

屁指境のためであなまた運営目的は、学校に対して拒

否反応を示している児単•生徒たちを学校から陥れた場

所で、指導担当者との人間的なふれあ‘，ヽを基盤にしなが

ら自立心の台成、集団生活への適応、学習窓欲の喚起等

を援助することにより、部分的な登校や、在籍校への復

掃を目指ナ辿扱制の教奎であるc

教育相談指導学級の活動：児童•生徒の対する指導支

援として個別指舜支援と手段指舜支援が行なわれて‘’‘

るぐ個別指導支援として：ま、教育相談、カウンセリング、

学習、ゲーム、滸びなどが行なわれ、手段指喘支援とし

ては、体験学習、スボ’ヽ ーツ．、グルヽ ーフワヽ ーク．、造びがあ

なそ(/)-E(/)流れは、自主活動、学習時間、集団活動

時問、数育相談．、カウンセリングとなって‘ヽ．ヽ なこれら

の活動の中で、博物館も体験学習の場として活用してい

るC・普段の授業では休験することができない作業や学習

が、児箪•生徒にとって新鮮：f罪主な体験になるc

④「インターネットと博物館」杉之間伸男氏（株：テク

ノリサーチ）

博物館の総合研究は、「誰でも博物誼を利用できるに

めの新しい方法論を確立ナる」ためのアプローチ(/)一つ

に、「デジタル化された媒体」を活用する左めの「新し

い方法」を開発することが挙げられ江「デジタル化さ

れに新しい媒体」とは、「デジタル博物館」のことであ

るしテタノリサーチ社は、その「デジタル化された新し

い媒休（ニュヽーメディア）」の提供と維特管理を役割と

して-iiJI究に参画したが、その経緯と、研究を進めて含た
中での体験や課蓮、庶論などを報告したC

デジタル化された新しい媒体の提供と維持管理：具体

的にはサヽーバしーと技術の提供・維竹竹理のことである。

その内容は、 （メーリングリス：｀）の提供と維持管

理、 （ボームペ≫ージ）の提供と維特管理、そしてテ

レビ翫話システムの捉供と維持管理であるし につい

ては総合研究の立ち上：ずとともに、最初に用話した仕組

みであな、―-(/) は総合釧究の論市録ともいえるもの

である 編 。 では、学芸

員が内容を作成した「地球のからくり」

、「沖奈川の大地」

、「地球」也学紀行」

、「身近な自然史」

、「砂の自然史」

のデザインとプログラム化

を担当し、インターネッ：｀上に公開したV f［かでも「池

球のからくり」は で

佳作に選ばれ、小学生・中学生向けの厳選俊良サイトと

して キッズで紹介されにぐ士曽殖型デヽ ータベ•一

スとして(/)「身近な自然史」は、一般の人も登録すれば

投祐可栢であり、デヽータベヽースが増殖していく梅めてユ
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ニークな機能を備えている。

rw「n1．感想コーナー」である掲示板
は、地球科学に

独味のある小・中学生をはじめ学生やt土会人など、地域

を問わずたくさん火蟄の利用があるe この「岩問・感想

コ～ーナヽ ー」は総合研究メンバしーと、地球科学に［肛l味があ

る人々との双加'r」コミュニケーションがで去る効来的な

ツールとなっているC すでに 通以上のやり取りが行

われてし、な

テレビ電話システム： パソコン血面で相手を見なが

ら通話する としヽう、テレビ富話システムとよばれるコ

ミュニケ` しーションツしールを試験的に導人し、9／乞導人当時

は、まだハードとソフト両面で、使し‘-一村す(/)には罷し

い国もあっ応しかし、新しいことには常にチャレンジ

しよう！ とし．ヽう，精神で、なんとか使し•ヽこなしてまた。

こうし‘った新しふヽ 追只．が、 「博物在育」 と「利用者」を結

ぶ有落なツールとして、将来酋及し怠ヽ＜であろうv

3)ポスターセッション

総合研究の推進の過程で、試験的な講座や百感を用い

た実験(/)実施と、デジタル・データベース(/)i蒋築やホー

ムペしージを作成し／こま、、としー、アメリカにおける地学敦育

システムとの比校検言寸も行なったJそれらにつしヽてポス

ダ—にて紹介した（図 )•O 

①地球を調ぺる大実験シリーズ：ニュー・メソッドを開

殆するために 午から実胞した、地球科学を広く深

く、やさしく学習するための試験的な実験講座について

紹介l，た

②岩石と化石の触覚実験：ニコー・パースベクティプを

明拓するために行った界不ど化右の触貸実験により、祈

Lし•ヽ観点が見つかる可能性があることを紹介した（小出

平rn•小出 111卜ほか ) C• 

③聴覚実験：ニュー・パースペクテイプを開拓するため

に行った水の音の聴宜実験により、新しい観点が見つか

る可能性があることを紹介した（小出 新井田ほ

ヵ')

④ホームページ：ニュ←・ツールの活用の一つとして、

ィンタヽーネット上に7]、ヽ ームペしージを開設し、地球デヽ ータ

ベースや と の活動などを報店して‘＂ヽ る

ことを紹介した（小出ほか、 ）。

⑤CD-ROM:ニュー・ツールの活用の一つとして、地球

デヽ ータベしースの 版を作成して活用して｀しヽるこ

とを紹介した（ 編 神奈川県立生命(})晃・

地球博物館・ 笛 ）。

⑥CI ub Geo:二っー・メソッドとして、学校教育では

できな‘`、長期的な地学赦叡渓践につ｀、ヽて紹介した（小

出ほか、 ）C 

⑦アースシステム教育．アメリカ合衆国オハイオ州立大

学で開発された、中等教育向けの地球科学教育プログラ

ムであるアしースシステム教育の七つの理解目標と、ヒ本

におけるその実践例を紹介した（エ島・下野、 ）e 

2-7.入場者アンケート

特別屎棚問中に、特別屎入場者の末館状況を調査する

ための記入形式のアンケー ドと、来館者の博物館全体に

かかわる満足度を調宜するための対面臣問形式の米餓者

アンケートが却j個された神奈川括立牛命の芹・地球I専
物館 ）ぐこの項では、これらのアンケーパ万）概要

を記すし

会期中の月 R （土）から 日（金）までの R閑

に、特別屎示室入口にて特別展入場者を対象として実施

したr 回答数は 人、皿収率は ％であったr

特別展を知った理由は、「来館してから」 ％、「家族・

知人から」 ％、「ボスタ9ー・チラシを見て」および「新

間・雑誌」 ％、 「某・市町村広報誌」、「学校・職場」、 rホー
ムペしージ」などが％、「テレビ｀・ラジオ」 ％未滴であっ

た。博物館へ来た動機ば、「興昧関心がある」 ％、「観

光のつ＇、．ヽで」 ％、「人の低め」 ％、「将別展を見るた

め」 ％、「その他宿題など」 ％であったJ来館回数は、

「初めて」 ％、「回目」 りも、「回ビJ %、「回以

l._」 ％であったC 入場者(/)年齢は、 「小学生」 ％、「中

学生」 ％．、「高校・大学生」 ％、「 代」 ％、「 代」

%、「{t」%、「イt」%、「イt」%、「代

以上」 ％であった•,

また、月 日（土）から月日日まで(/) E問

に実施した人館者対面アンがート調査では、回答 人

のうち特別展を見た人は 人で、「満足」 ％、「不満

足」 ％であったr

2-8. 広報

生命(/)星・地球t卑物館における特別展の広報は、ポス

夕ヽー、チラシの作成・配布、博物館のホしームペしージ、普

及tl」行物栓どのほか、県や市町村の広報組、新聞、ラジ

オ、テレビ、雑詰、オ、 ーヽムペヽージなど各種メディアを活

用していなさらに、小田J斥市記者クラプでの記者発表

と、間倦前日の内吃会を開催している。本特別匪におけ

る各メディアの対応は、神奈川県や小田原市など自治体

の広報紙が｛牛、 般祈蘭各紙が 件、旅行・広報碓註

が件、テレビ件、ラジオ件、ホームページ件で

あったぐ•
本特別展では、ポスターを 主ljと 判(/)オフセッド

印刷、色刷で 枚印刷し［ふ同じくチラシは 判、

オフセット印刷、表色刷、喪色刷で 枚印刷し

た。これらは、公共施設をはじめ神奈川哄内外の約

箇所へ配布したしまた、 乎LJポスターは、箱恨登山鉄

進、 束日本、小川急宦鉄の各鉄澄会社の協力により、

各釈溝内に掲示することができたしチラシについては、

箱根湯本など近隣の旅館・ホテル等に配布したC

2-9.入場者数と入場料

会期中の特別展入場者は 名で、内訳は有料が

人、無料は 人であった。入場料は、 歳以

J:. （学生を除く）が 1り、 歳木満と学生は ド」、

高校牛以下と オ以上は無料であるr 特別展の入揚．料

収入は 1 ]」であった。

2-10.開催経費

本特別屎を開催するための 年以予官は、会場設
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営四、ポスター・チラシ印刷代•発送要、図録印刷代、

屁示用消耗品哉などとして、約 万円であっにまた、

この特別展示のために 年度から収集したダイヤモ

ンド複製標木や水品などの鉱物標木、風景石などの岩石

椋本など約 点の費曲よ、約 ガ円となったJ開催

存と‘白料収笙費を合わサると、約 万円となる。なお、

この中には博物館の他の経賓を使用したものや、特別展

示室の光熱水脊9え含まれていなへ

3 特別展「人と大地と」の自己評価の試み

アメリカ合衆匡の博物館では、展示の評価は企画段

陪、準備段陥、公開後段踏の つの段陪で行なわれてい

る（三木 琵控湖博物館編 ）C 企両段階では、

腰示のテヽーマやプr1グラムの内容について、市民が何を

どこまで知っているかを広いら辿囲で調べるもので、展示

を見る人の知識と関心、展示のテ ーヽマ、限ホの内容を対

象とすな展示(/)準備段階｀では、観客を引ぎつける力、好

奇心を保持する力、手lII頁の力、コミュニケヽーションの力，

感［青的な力、順序の決定サインなどについて注目し、，展

示を作るフロセスの中に．、競覧者からのフィしードバック

が含まれるC メッセージが観覧者に伝わってしヽるかどう

かを確かめるものであるC~ 公問後の段階では、専門家に

よる展示の批計的許価、展示の影弊や効果を測定し、問

壊を修丁するための修布的評価、最後に完成した展ホの

影弊を測疋する総括的評価が行なわれ、人の流れや利用

者による使い方、対象に対する態度、関心、学習などが

対象となな三木 は、展示制作の計価と検証には、

その中心に常に「米館者」を想定して論じる必要がある

ごと、そして検証に某づく提言は、博物館来館者に対し

て目：こ貝える形で還元されなければならな‘M~ ヽことをあげ

ているC {知証(/)方法論を確立するためには、これを何度

も繰り返さなければならないC• 展ホの評（曲とは、厘ホが

来館者の期待に応えられているか、展示案が来館者の期

待値を計寡した上で練られて‘;.ヽるかを検証してしヽくこと

にあるとしてしヽる。しかし、回じ展示は仔在しな•V 、(/)で、

丙じ，検証法は使えず、そのため評価や検証法はまだ確立

して‘`‘Iぷ‘とtヽう~また、吉木 も1百」様に、日本に
おける展ホ評価の検証法が確立していない現状におい

て、個々の展示全体を見通した記録とその検証が、展示

を理解する基盤を育てていくために必要であると指摘し

ているC 口心こおける歴示批評や尼示評価！こついての研

究動向は、重森 が詳しく報告しているr

そこで本項では、特別展「人と大地と」につtヽて、先

に記述した開催記録の項目に対比しながら検証すること

を試みな

3-1.開催までの経緯と作業スケジュールについて

特別展「人と大地と」は、博物館の研究活歴）Jとして位

翌づ：ナられた総合釧究「博物館におげる新しい地学教

育」の成呆を加こ、展開したものであった。この総合研

究ば昨今話題になっている学校教吉における「理科離

れ」や「地学教育の哀退」についで焦点をあて、博物館

における新しい地球科学教育の方法諭の確立を目指し、

埋論の構築ど実践を行った。研究内容は地球科学や地球

科学教育論にとどまらず、博物館論、認知科学やメディ

ア論、膵害者対応や、ユニハーサルデザイン、はては芸術

論までにおよんだr；このような経過の中で、「地球と地

球科学を知ってもらうための特別展」の企面が諫られて

いったC 総合研究の共同研究者との議論や、 H常の教台

普及的講匝や講演会の参りu者、博物館ボランティアの方
たちの君見は、展示を見る人の知識と関心がどこにある

かを知り、展ホのテーマや展ホの内容を考える上で大変

参考となったc

開催年度の数年~i」より隈ホ企血楽の作成とともに、尼

示に必要な賓料や情報の収集、新たなt幼力者とのネット

ヮしーク作りが進められにある程度、展示の目指すとこ

ろとそれを具現化するための実施計両を立案して作業を

遂行するつもりではあったが、実際には当該午度に人っ

てから、図録や の作成、屎示溝成および展示レイア

ゥド．、屁示点料の選定、各種パネル煩の作成、展示帥｛寸

けなど慌｀てて作業を行う場面が多々あったC ‘--(/)ため開

倦直前の準備期問中、キlし当者は他の仕事を中断し特別展

のための作業に没頭せざるを得なくfi:な事前準備が

しっかりできていれば、展示終」／後に作成したデ‘・ータ

ベースも、準備段階で作成でさホームヘージも同時に公

問できたであるう。以上の点は、毎回反省しているとこ

ろであるが、なか左か改善されない(/)が現実である。 し

かし、それを乗り越えるこどができたのも、 11国者 人
のチームワークと、館戯員をはじめ共回研究者やボラン

ティアなど関係者の方々の支援と協力によるものである。

3-2.会期と会場について

会期は、 月から 月の夏休み期間中と 月木までで

あったr 夏休みは、小中学牛を中心とした家族連れの米

館が多い時期であなしかし、夏休みを渦¥月にはい

ると人館者：i激減するのが例午のことである。そこで、

月の開催をどこまでにするかは、伊I年(/)入館者の動向
を参考にして、 月末までとしになお、会煎と月開催日

数の設記についごは、子宥計上の段浩で(/)入均者数と収

人屏込みとの燕ね合いも関係するr

会場は特別展示奎(/)みを使用し、既存の展示ケース類

をできるだけ利用しにが、できるだけ開放感のある空間

となるように配慮したc

3-3.展示について

1)特別展タイトル

特別展示のタイトルについては、毎回哉論が起きるも

のであな展ホの内容を端的に伝えているか、わかりや

ず＂、か、一目で見てわかるか、心どにつし＼て意識しなが

ら考えると、担当者は顛を悩末すところであな今回の

「人と大地と」というタイトルは抽象的であったため、

般には展示内容がわかりにくいという慈貝があっこ

総合研究の成果の公表ということでは「新しい地学教

育」とt,,ヽうタイトルも毎えられたが、展示のタイトルと

しては硬くなるため採用 しなかった。展示の上旨であ

る、人が大地をどのようにとらえ、どのように考え、ど

のように利用して幸たか、と~、．ヽう、一とを表現するも(/)と

してこのタイ戸レを決定した。展示内容を．月た入場者に
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は、タイトルの意味が理解されたようである,,しかし、

米館育者に特別展の立伝をする踪にば、説明が難じいタイ

:、Jレのようであったc；キャッチコヒーとして、どのよう

なタイトルをつけるかはよく海諭をすべきことで力）な

水沢 は、タイシレの決定については職員による投

粟結果を参考にしたことで、職目間での藤識の共有が図

れた` ―とを述べて` v‘ふ

2)展示のねらいと構成

展示のねら‘v‘は、）ゞ地の果観や形熊を、人間がどのよ

うに見て、どのように感じ、どのように表現してきたか

を、さまさまな視点と切りnで展開する ―`とで、市民が
大地を理解する達人となり、自然への好奇心をもち．、自

ら調べる、一と(/)彦つか9}となる、一とであったジ

このねらいと溝成に対して、人場者はどのように感

じたかが、特別展入場者および来館者アンケー：、の自

由点見と、地学系の研究会参加者の感想の中に部現

れてしヽ る。

①入場者アンケートの自由意見肯定的なものと、拒判

的なも(})にわける一ーとがでまるV 肯定的左惹見・感想と

しては、「面口かった」、「きれしヽ」、「こんなものがある

のかと鴬しヽ；こ」、「阻石、砂、ダイヤモンドがよかった」、

「調五道具がよかったJ、「もっとみたかった」、「手を人

れる箱は印象に残った」、「申門的でよくわかった」など

の感想があったC •般的に、展ホに滴足をした場合：i，邑

見や感想が少なくグ区るようであな一方、批判的な意

昇．・感想としては、「焦点がぽやけている」、「テv —マに

沿ってはいるが、散漫fi:的象を受けた」、「鉱物(/)で点方

の説明がぽしか9）た」、「OO味のある人にはよいが・・・（な

ければつまら応ヽ）」、「つまらなしヽ」、「了供が興味を持

たなかった」、「難しくて、こどもに理鮮できるか疑間を感

した」、「内容や説明が難しい」、「もっとたくさん展示物

があると期待していた」、「ダイヤが本物でなく残念だっ

た」、 Iタッチポックスの中身がわからなかった」、「車椅

＋の目線でみると見えなtヽ」、「常設展に比べて辿力がな

し、、原本が少なし・ヽ 、あっさりしてし、た」ftどとしヽ う意見

と感想があったぐ・アンゲー区対象者は、米館理中の結果

からみると、特別展の観覧を目的とした人は少ないc

従って、特別展を見た感想は、先人観のないものであ

り、直感的左も(/)と考えられる。肯疋的な意見や感想

ば、湖‘~ヽたことはあるが見たことのなしヽようなもの、あ

る‘̀ ‘は見てはtヽ ても意識しで、．ヽ たかったものに対して＃

認識がされ、滴足した結果であろうぐ・ •方、オ廿判的な忘

見と憾想は、期待していたも(/)との差が不満足度になっ

Iレこものと考えられるr良休み中のサ廿催であり、教育を念

頭に世いた企両であったはずた(})に、子供や初心者には

薙しし＼どしヽう忘見に対しては大‘¥ーに反省すべきところ

であなまた、障害者への配慮が不 1分であったこと

も、特別展に限らず今後にむけて配慮すべき点である。

来館者対面アンケー：｀ーで、特別展を見た入場者(})うち

％が滴足したという結呆は、今回の介画：ままず埋解さ

れたと考えてよしヽであろう。

②研究会参加者の意見・感想．小中学校の教貝や地学に

輿味ある一般市民を対袋としたh)l究会が開催され、その

なかの有志が特別屈こついての意見と感想を裔せてくれ

た．．，展示全体の屎開に関する一ーと、個・々の展示項目に関

すること、尼示手法に関することなどに生約できるc

a.展示全体

・全体を通して、美しい形は地球が生まれるときから決

まって` vヽて、姿を＇紺えながら隈．台の模様など笑いヽ形に

まだ戻ってしヽるとしヽう動きを感じた，，、人が所懸命真似

をして‘V‘ると、一ろが地球の一員だと感心した、9

•岩石、鋭物、化石への木当の関心は、やはり現場で目

撃して生じるものと思った。

・地球を学ぶと‘、ヽっても、地球のどの都分を切り取って

観察ナるのが雌しい。地球の誕生、品古の岩伝とその分

布、地勢図と地形図、箱根力．1レデラと富上山の立体模

型、上窄から見た地形(/)写真、の流れの中で、目由に地

球を切り取って調べて、ストャー］）•ーを作ることができて

）く変勉強iこれるのではft‘,、かと思う。

・大地のさまざまな風景をどのように感じるかは人間の

感性である。自然の圧倒的な力強さ｛こ、人間の組やかな

感性が地球にはあな地球の岩石を中心とした歴史を見

る、一とがで立たV

•この企画コしーナ←ば、木博物館展示内容のエッセンス

をミニ化したもので、全般を通じていえることは「偶然

からなる美しさJ、「気まぐれの手からなる美しさ」で

は、と思えな結晶(/)美しぎ、人工(/)芙しきも、両者は

かなり近‘"ヽ ものと思う C

b.個々の展示項目

・隕右がよかった。炭素質コンドライげが実際に屏るこ

とがで六て良かった。生1合につながるものがあるだろう

と、 OO味がでてき応
・アンモナイト化石の産状が印恕こ残った．

．偉濯の写真パネルが印象的だった，酋段貝ることのな

い巨大左風景が、本当(/)現代両(/)ようだった↓展覧(/)題

のように、店丁とあわせて芸術作品のような展示にして

も面白‘＂ヽ と思うし

•さまざ主な大地の模慄をとらえた衛星画像に地球規模

のドラマを感じたし

・袢段屏ることができない海底の様＋を表したi悔底地形

模型

・シアノバグテリアやス＇いマトライトなど、大気の形

成と酸奈生成の長い限史について理解が深まった。

・パエジナスドしーンや樹形右など自然にできた靡右の中

の模様が、とても美しく印象的だった。

・サヌカイトでできた、イlグ）栄器は、どのような美し` 、、音

が出る(/)であろうか、と想像する(/)も楽しふヽ が、実際tこ

音が脱：するとよかったと思、うC'

•世界、 日本の砂もよかったc —ーーうしヽうも(/)があれば、

牛徒と梨しんで授業ができると思う r・

•砂を各地から隻める、市民参加粁’!(/)継続的活動に感激

しにC

・地学教育のワークショップ的方法に関心を呼ぶ。

C.展示手法

・展示用シコ ーケースの瑕明が不適切なため、展示物

が冴えない特に結晶とダイヤモンドのカッパの照明

が残念し

・ワンポイント・アドノ勺イスのキャプションがわかりや
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以上のような意見や感想は、キ前に睫昧関心があり、

ある程度知識のある方のものとTIl断でさる。しかし、地

球の芙しきに感動し、自然への好奇心を呼ぶのは実物の

標木が重要であることの再認識など、企画のねらいが伝

わった上｀うに思える，岩．白や鉱物、地形など］こ碑段はあ

まり阻｛味のない人々が、地球の不忌苺さ、美しさに感動

してもら‘"、たし、と企両したが、はじめての人には雌しく

思われたきらしヽもある地形や地学的なことに［印味を

持っている人にとっては、従来と達った切り口で、新鮮

にとられることができたのではな‘｀ヽであるう恥一般の

人にとってはタイトルも抽象的であったせ v` でヽ、誰饂こ

思えたのかもしれなし‘ぐ反省としては、イント r1ダク

ションを明確にすべ去であったかもしれな‘V‘v

夏（水みの企画ということで、米館者の期待は学習的な

ものか、あるしヽはエポックメーキングなものを期待して

いる場合もあるぐその恙味では、今回の展示は学習的で

もエポック的でもなく、また夏休みの自由研究にナぐに

役吃つと‘、ヽった内容でもなく、従米の展示とは違う歴開

をしたーーともあり、わかりにくしヽと｀、ヽう印象があったか

もしれな‘ゞ ‘o

展示構成はつの人項目と、そのなかに複数の小項目

を寸てて構成したので、わかりやす‘｀ヽスト•ーリヽ—展開に

f心3て` ＂、たと考えられる心

3)解説文

で去るだ：｝平易な言策をつかって解説Lたつもりで

あったが、 •般譴育者からは十供にはわかりづらい、難

解であると(/)惹見をもら /2 たJ了供とし•ヽっても何歳くら

、¥ヽ なのであろうか<・展ホでは小学1+．癌学午から中学'+.を

上たる対象として考え芦ご(/)|巷国が理解で六れば、大

人でも十分に理解できると考えているからであるぐ項H

解説(/)ほかに、展示を見るポイントとしてワンホインド

解説をつけたが、これは評判がよかったぐ・

解説文や解説ラベル、資料ラベルの文字の大六ぶこっ

、;.ヽ ては、現状では担当者の感就によらざるを行ない<・ • 

応、展示スヘースやレイアウドを考應しながら文字数や

文字の大きさを決め、作成している自分にちで作る自

由度があるごとは、予算がれし、中での不半中(/)幸いとい

えるであろ•CJ r しかし、本米ならば人場者の立場に立っ

て、解説文や文字数、文字(/)大ぎさを検討し，f[ければな

らない川島 は、欧米での解説文や解謡ラペル、

資斜ラベルなどキャプシコン研究の方法詮とその成果を

検討し、日本語のキャプションにつ‘しヽて今後の研究課穎

をあげていふ日本(/)博勧館・芙術館における文字情報

の伝迷方法と来館者の受容度につ‘`、て、作る側の検討が

必要である心

4) 展示レイアウトと展示手法

項目溝成を考え、展示(/)レイアウトを行っ仁展示

ヶしースや照明装世など既存設備による閲l限があるが、項

目ごとにまとまりのある空間溝成ができで、ヽたと考えるC

博物館の最大の特徴である実物姦料をできるだけ活用

するとともに、模刑や与哀なども資料として活用したし

末た、徳濯画像は、これまでにない視点を与えることに

有効であった、．，一般来館者の意見の中に展示点数が少な

いとしヽう恙見もあったが、 点の点数は展示スペー

スを砦慮ナるとかなり数の多し部類であろう．，当館0)塩

合、常設展が大規嘆であり、それに比べて特別展示室の

面積が小さ‘｀ヽことが、そのような印象を与えるのであろ

ぅぐ将矧隈というと、まさに符別であり、大頃模な限ホ

をイメージしてしまうのかもしれなし＼，

5) 「時間」と「空間」の概念の理解

升常に雌しい1、I、J谷であるが、あえて展示したJ時間と

空間の慨念の理解が、地球を見ること、理解することに

必須であるからである。地球上で、今見えて‘v るヽ現象に

は必ず懇番があること、非常に長‘`、時間がかかってで

含、そして変化して＿vヽくも(/)もあれば、駐時にお含て消

えてしまうものもあること、などを理解してもらえるよ

うに努力したつもりであなまた、空間の広がりにつ‘u‘

ても、ミクロの世界から、大地や地球、：まては宇宙まで

のマクロのサイズをと‘-(/)ように認織できるかも巨要であ

るc このような認識9え、大人でも坦鰍しがたいとこらで

あるが、今後もさまざまな手法を用‘v るヽ、一とにより、時

商と空間の概念について理解が深まるように努めたい。

6) 五感に訴える展示

9)濯月の認識の割は視也こよるものであるc 当然、展

示も視覚中心の展開とならざるを得ftt、C しかし、視党

以外の感就を使うことで、今まで話識していなかったこ

とを意職することがで六るようtこなり、i住った視麻が持

てるようになる平mほfた 111 t、ほか 。今皿

の展示では、触覚をつかった観察方法をもらいた展示方

法も工夫したー。その結果は良奸で、十供も大人も触る、ーご

とでの観察に訊ヽて意識が持‘てたようであった。今回は

聰兌や嗅兌を使っに展ホ物は用話しなかっ心今後はこ

れらの感党をもつかった展示展開(/)可能性を探る必要が

あるつまた、ユニバ●ーサルデザインも話識して障害者に

も配疱が必要になるc

3-4.図録・ポスターについて

展ホ憐成にそった展明としたが、実際の展不とは若丁・

相達のある構成もあっ乙展示解説書というよりは、展

ホそのものの紀介という内容として、展ホ同様にやさし

くわかりやすいも(/)となるよう［こ努めたc表紙のデザイ

ンはホスタ・一、チラシと術・したデザインとしたr レイ

アウ：｀は、ビジコアル性を誼薬視した。よれ‘~，ヽなものに

仕上かったと考えふ 判、オ —・ルカラし 一、 ペ・ージ、

付で ド」は適切な価格であったと考えられる。

判としにのは、 を1寸録につけるにめでもあったc 象古

果としては、ハンディーなも(/)との計価を受けたc

付録 の内容は、デジタルデヽータベヽースとして作成

してそ℃た「地球(/)からくり」、「神奈川の大地」、「字宙か

ら見た地球」、「地学地球紀行」の件を収録したもので

好評であった。ただし、本特別展(/)内容が収録されで‘‘

な‘;.ヽことや、 版で作成したため、

のパーソナルコンピュータを使用してしヽる人からは、ど

もらでもみられるようにハイプリット版にしてはしし＇、と

の意見をいただいた。今後、改良すべぎ点であな発行

から年半で、販売分の 部が売れたことば、評価を
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受けたとしヽえるであろう，9

ポスター、チランのデザインについては、だ｀れでもが

知っている絵柄を対象として、モザイク画を検討した｀

浮批絵や肖像血なども候補に考えたが、展示の内容から

して地球科学的嬬材を選ん乞色合いのあるもの、誰

でもが知ってし‘るもの、すぐに実物が見られるものと‘;.ヽ

う、一とで、常設屈こ屎示してわるレインボーアンモナイ

；、を素材にした。ダイル西の素材も、磐頭写真や岩石、鉱

物の椋本などを選んだしアンモ→イ；ヽを前面にだナデザ

インと、赤と吉と焚色の配色がH茫：）デザインとなったc

）まねアンモナイトをよく見てみると、小さなタイル

幽こより惜成されていることがわかり、展示の主旨を反

映し 、るものとなったJ目然の不思議さを感じ取れる

ものであった。しかし、特別展への人場誘導をする際、

タイトルやポスター・チラシのデザインから、どのよう

な展示をしてしヽるかを説明しづら‘`、と‘｀ヽう恙見があっ

た。―-(/)加こジしヽては、今後配庖が必要であろう心

3-5,ワークショップについて

ヮークショッフという言葉は、木米専門家や学生が集

まりフランクに識論をし、情報交換をするセミナーに使

われるが、最近の日本の博物館、美術館でばさまざまな

活動に対してこの言芙が使われてしヽる人）l )。今

国は、特別展示宅どいう空商で、学芸日と人場者がある

目的をもって共I口］｛和党を行う行事をワークショップとし

て位置づけ迄その内容ば、砂や石など身近な素材を

使ったり、地図をつくったり、触党tこよる化石の観察な

どを行なし、、小学生から大人まで現：しみながら地球に奸

奇心が持てる実験を行っ江展示奎(j)一角に設固した

「地球の寺千屋」内で実施したのでやや狭い感もあった

が、参加者とのコミュニケーションをとるにはかえつて

女［都合であったC・ 当日参加としたため、どれだけの参'Jn
が見込めるか見当がつか｝［かったが、どの回も予想を上

凶る参加者で盛況となった。国によっては、参IJn者数の
制限をする場面もあったC また、参加者が行事終了後、

再び展ホを界、てあらためて展示内容を理解する場面も

あっ芦以上のようなごとから、ごのワークシコップぱ

大変有恙義なものであったと判断できる今後、通常の

博物館行亨を開催する際にも内容検討(/)参考になる亨例

と考えられる。

7:•はお、このワークシコップの番外編として、小田）界市

内4中学校の科学部が参加しにダイジェス吋版を開催し

fら参加者の感想は、「実検は楽しかった」、「鉱物や石

が多くてびっくり」、「地球は偉大であり環境保瑛の重要

性を再認識した」などであっ以その中の一校でその後

開催された理科フェアのテヽーマが、「自然の美学」と

なったのは、―一の影斃があったとも考えられるe

3-6,シンポジウムについて

博物館における祈し｀、寸也学教育、さらにば科学教育の

あり方を議論するためのシンポジウムであった。参加者

は 名と少なかつにが、 般のhのほか、他館の学芸
員や教師、友の会会員、博物館ホランディア、研究者な

どさまざ茂な階暦の参加者であった。基詞講i'.点におけ

る、小出氏の博物館をめぐる教有の現状とH1,・,J性の提

起、また林氏による科学と科学ジャーナリズムの関係と

博物館が呆たすべき役割の指摘、平田による博物館がこ

れからめざすべきもの、などばこれからの博物館におけ

る科学教行を考える上での指針とfhるであろ久また、

実践報告市例としての長山氏、鈴木氏、石井氏、杉之閑

氏の請演は、具体的に博物館をどのように利州でまる

か、また連挽した訊動ができるかを示したものであっ

た心これらも、それぞれの分野での今後の博物館利用を

考える上での拒針となったと考えられる。さらに、活動

実践報告として行なったポスターセッションは、箪者ら

が日頃の博物館訊動の中で歴開した市例を報作し、I~ここ

れもまた、博物館における新ししヽ地学教育(/)展開として

実践事例になり、他院の参考となるものと考えられるc

総合言寸論は、短しヽ II寺問ではあったが、さまざまな浩語の

参lJD:者から質間や点見がでて、訊発な議論が尻開され

た。以上(/)ようなことから、このシンホジウムは有意義

なものであっ，，'tと考えて‘~．ヽるc

3-7.入場者アンケート

特別展入均者(/)アンケートの結果からは、特別展を

知ったのが米館してからとしヽう人が割近くし望~．r ，広報

のあり方を再検討：）る必要があるかもしれない。 しか

し、博物館に米た動楼としてば、自然科学に凪味関心が

ある、特別展を見るため、人(/)荒め左どを合わせると

割近くになぶこのことは、多くの人館者が博物館に期

待を持って六・:..、Vヽる｀―との現われといえるJ翻って考え

れば、博物館はその期待に応えて‘｀ヽるか、常に直姐に考

える必要があな入館者の年代階喘：ま、小中学生が割、

代と 台がやはり 割を占めて‘M~‘ぶこれは、夏休

み期間中ということもあり、家族迪れが多いことを物

語って‘` 、な

入均者アンケー：` は、 年度からはじめ、回じ質問

項目で続けている。その結果は、大きくは変わらな‘しヽ（神

奈川県立生命の星・地球博物館 ）。それま

では、定性的こ考えられていた幸柄が、定塁的に証明さ

れたごとは意義があな当館(/)来館者(/)傾向を把握でぷ

たことは、今後の人館者対策を考える上で重要であるr

3-8,広報

広報活動：ま、博物館にとって非常に諏淫左淫索である

にもかかわらず、その予箕栢置は驚くはど｀少ないr.従っ

て、ポスター・チラシ(/)印刷部数や配布先に限界があ

る。また、公的機関を通じた周知や、新湖仕をはじめと

した各種マスメディアを通じた も限られるしそれで

も、内部努力と関係楼関の協力により、屁加こ努めてし＼

ふしかし、入楊者アンケー：、の結果をみると、ポス

夕ヽーを学校、公的機関、鉄追の駅、自治会に配布したが、

実際にポスターを見て幸たとしヽう人は少なし‘c 多くは、

来館してから特別展が開催されていたことを知ったよう

である。チラシにつ・ゞ てヽも、 1,;J様である。特別展のポス

ダ—、チラシにつ‘`~vc、予笞措世の見直しとともに配布
先の再検討とその効果について、検討寸する余地があるJ
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3-9.入場者数と入場料

当館では特別尼の開催時期を、原則として米館者の多

、＂、夏休み期閉中と秋の行楽シーズンにあわせるように設

定してきた玉今回の歴示は，夏休みの月末から月、そ

して 月末までであったc 夏休み期間中ば家朕連れの来

弁育者が多く、将別肥も家族連れでにぎわう•, 月に人る

と学校か始まるため、入場者は紀こ比ぺて少なくなる9•

米館者屈も中高年の団体が多くなるc

特別屎「人と人地と」の総入場者数は 人であり、

うち行料が 人、無料が 人であっ 1乞同期間

の入館者数は 人であり、特別展への入場率は

％であった•,千算計上時の千想人h育者数は 人、人

場粍見込みは 円であった。入館者数は予想を

上回ったにもかかわらず、人場料がやや日コったのは、

有料入館者が予想よりわずかに下回ったサ‘v‘であな開

催日数の違いはあるものの、過去の夏季特別展の人楊者

数と比較して、ほぽ平均的t心入場者数であったと考えら

れるr ちなみに、過去の夏季特別展の人場者数は．、

年度「追われる生まものたち」 人、 年度「地

球再発見」 人、 年度「オオカミとその仲問た

ち」 人V 年度「海から生まれた神奈川」

人、 年度「サルが‘` てヽ、ヒトが‘` てヽ」 人、

年「神奈川の植物」 人であったc

3-10.開催経費

特別展の千五案は、前年度の夏から秋にかけて策定さ

れるが、執行がでまる(/)は当該年度｛•こなってからであ

る。それ以前は、特別毘開催の準備に関する予五け、貨

料収集以外は涼則的に組まれておらず、展示(/)準備を進

めることが困難な場合もあぶ複数午にわたる千＃編成

につ‘vヽ ての出検討も必要であるし

4. まとめ

l神奈川原立牛命の犀・地球博物館において、

年度に開憧された夏季特別展「人と大地と

」の開催記録を、院催までの経緯と作業スケ

ジュール、会期と会場、展示の目的と溝成、図録、ワー

クショップ、シンポジウム、人場者アンク・—'~、広報、

入場者数と入場料、開催経責こわ：ナて記載し仁展示を

論じる場合、どのように評価をして‘，ヽけばよし＼グ）か、そ

の方法はまだ確立してしヽ るとはいえftし、現状にお‘;.ヽ て、

展示全休を界通しに記録が展示を埋解する比盤を育てて

いくために必要である（吉木 ）C 

2上記特別展の開催記録に基づいて、特別展「人と

大地と」の目己検証を試み以特別展「人と大地：：：：」は、

牛命の届・地球博物館の総合研究「博物館における新し

い地学教育」において研究され、開発された考え方や方

法論を基にして、展聞された展示であるC•その目的は、

地球の酋みが生み出したすばらしふヽ景卸と、大地に表れ

た宍ィi、鉱物の色や形や校様、そして人とのかかわりに

ついて、 一般市民にわかりやすく解説することであっ

ヽ乞~結呆としては、おおむオょi岳成され：とこと考えられるr

3アメリカ合衆固さま評価に関する研究が進められ、

文館者を中心に捩えた評価と検証が、合画段階、準備段

階、実施後の段階の つの各段階におしべ実施されてい

る（琵琶湖博物館編 ）ウ しかし、展示の評価につい

ては、同じものが存在しなしヽことから、その検証法が確

w．されているとはまだいえない状況にある(-』<
)u l:I本では、評価をおこなう一ーと目体についての

考えも、まだ未成熟であるF

•，1 特別我の記録と評価は、和こ展示活動の評価だけ

でなく、博物館自体の評価にも発展するものでかるC }JO 

藉 が述べているように、展示計価の力法論

が確寸されて¥,‘な‘，ヽ からこそ、隈示の記録を祐積して‘̀ ‘

く、一とが必要であるしそして、展示にかかわるさまざま

な情報を記録、公開し、その課返を利用者とともに考え

て‘vヽ＜、一と、また博物館や屈示のための評価はど(/)よう

なものであるか、その店準をどこに求めるのかについて

たえ戸義論を深め考える―ーとも必要であるc

5ーおわりに

怠田 によれば、展示は時問的、空問的に限定さ

れたものであり、期間を渦まれば、全て消えうせてしま

い、見た人の記1惹のなかにとどまるだけのものとされ、

学芸員の業笥として展示の企両、憐成、実施は、評価(/)

対象には認めない風潮があったというつある調五研究を

もとに独創的に解釈した上随を選び、賓料を集め、かっ

てなかった新しい角度や切り口で樗成した展示を構成実

施しても、評価される―ーとは↑［かった。 しかし、倉田

ば、博物誼敦育と ‘sヽ う視点からみたとき、博物館

でfi:ければで念ない教育行為（内容と方法）がなければ

ならず、「嚢料を中心とし、視るごと（展ホ）を蔽も有

効栓手段」とした教育、すなわち実物賓料や補助資料を

用いた、展ホを中心とした教育活動がその本質にあると

述べていな展示こそ、他の教育機関に見られない独自

な方法であり、博物館がモノを目、（出米たら触らぜ）休

験的に：学習する場であり、祝常を中心とした教育手段で

あることを再々認識すべきであると して‘しヽ る。さらに、

展示とは学士員の研究を表現する形熊(/)一つであり、学

芸且の思想や研究を、裟料や補助蛮料を媒介として、展

示と．＜ヽう形熊で表現するーーとであな提示し、伝彦し、

それらを屏ることで知識を確かめ、自ら考えることを促

す―•も(/)でなければなられい。博物館における展示とは、

学芸貝の頭脳と手で、各種姦料を観客に（物理的・心理

的）に最良の条件で提示する技術であるとしてし、なで

あるとすれば、展示も担当の学芸貝だけでなく博物館の

評価対染のひとつとして考え、検証されるべそXものであ

ると考えられるc そのためには、展示の合固段階から準

備、実施、そして終了から後片付けまで、一連の作衆渦

程が記録に残すことで、客観的な評価や検証を行うこと

がでぎるはずであるc

方、川那祁 ば、企画展の解説宅直醐中の米

館者のための市前(/)もの、期間中の成果を収めた市後(/)

もの、の本来 度つくられるべきであると指摘してい

る。市前にはどこまで考えられ、期間中ぱどのような新

しし、発見があり、 どのような考え方の＇化があっ， ＇しこの

か、その比校が大切である、と説いていなそして、そ

の変化が博物館の職負側だけでなく、来館者との相互作
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J--1-lの結果生れたものである、一とが五要であるとしてい

な特別展や企血歴を一過性のイベン：、に終わらぜず、

その記録を残し、評価する一ーとによって、あらためて1専

物館のn常の活動に反映されて‘ヽ．ヽ＜べきものである，そ
れが、博物館全体の評価にもつながるはずであるし

現在の博物館で：え、多様な訊動が行われており、 •般

市民の利川という点からしても1:1本の仕会において博物

館が果たしている役割には相当なものがあるc博物館で

のさまざまな活動をまちんと位世づけていく、一とは五要

な活義があるr屁示に限らず、博物院に対する評価の問

題はますまナ土要性が増してくる（加藤 ）C 

近年、博物領の浬営や各市業の評価について誼論され

るようになって六た心この背棗には、社会構茄の変化や経

済状況の影菩、利用者の店識の変化などさまざまなもの

が考えられる。欧米の博物館・芙術館では、館i事営や各種

市業に対しての評伯が行われ、その結果により将末の市

党や予箆が決定されるシステムが確立されている， E本

でも評価を避けて通ることば出米ない。財団法）J1本博

物館協会がまとめたつの報告書、『「対話と連携」の博物

館』（日木博物館協会 ）および「t引物館の望ましい

姿ー市民とともに創る博物館」（日本博勧館協会 ）に

も博物館の評価について話見が述べられている。さら

に、それらをうけて策定された「公立I卑物館(/)設置及び

運営上の望ましい基準J （文部科学省 ）には、博

物館(/)評価につ‘vヽ ての条項が新たに付加されて＇ v るヽ。寸―

でに、独立行政法人となった国立の博物館・美術館や、

東京都など一部の地方自治体では悌釦こっしヽての評価が

行われてしヽる（村井ほか ）。 方、評価のあり方

や訂価某準の設匂こついて博物館関係者から疑問が提示

され、静岡県立美術館のように館内部の自已評価を実施

L‘訊ヽる例もある（泰井 ）C 、V‘ずれにしても、今

後は博物館・美術舘にお‘~ヽても各事業の評価：ま避けて通

るー一とがで含ないことは亨実であな入館者数や経要l丈

支など数値として表れる項目は評価基準としやす‘しヽが、

展示や研究、学習女援の活動内容とその影奔たど、数値

では表しにくい質的評価もあ気評価瓦準の設定につい

ては、さまざまなデータの収集と議論(/)楼み誼ねが必要

と考えられなすべての事業について評価について識論

する―一とは、膨大左時間と労力が必娑であるc
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なお、木特別展の百科収笙型と開催経費．、また開催に
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の品・地球博物館の百科収生型と将別展開催費、総合研

究費を使用しにまた、デジタルデータベースの構築や

インダーネットの活用については、日木学術振．肉会科学

研究費（研究課題： インターネットを活用した博物館地

球科学敦育システムの構築、課漣番号： 、研究

代表者：平田人―.)(/)一部を使用したc あらためて、以

上の諸氏と槻関にお礼中し上げるc
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地球 呻奈川県マ生命の星・地球博物能

人地の時の流れ一人地の牛い立ちを花る一

呻奈，1|県ユ牛命の星・北恥博物館

地球を調べろ大吏験ー大地の生い寸らを探

る一 件奈川県立牛命の星・地球llJJ:物館

庄盛恭・
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地暖探検豚ー大地の＊い立ちを探る 一

神奈，1|栞マ生命の庄・地球博物館

砂を謀べる）、実禁一人地の牛い立ちを深る 一

神奈川県止生命の届・地恥博物飴

E本にお寸る米館者研究、博物館評価文献リ

fE桓湖博物館研究調食怜告

泰井良 静岡哄寸妾術館にお：｝ろ李要評’曲の、棒、・茂

どその後の経過 博物館研究

11下沿之・小出良;,:,';・平ff1大 •新井ffl．希ー•佐藤武宏・

[I] n 公~lj I尊物館における地球科学の新 1_、い栄

省支援活劫 博物飴学雑誌

11 下浩之•田口公~II. 小出良辛 アンモナ／卜を利用

した化石の触祐実験とその地球科学敦育的、悼う：差 伸奈川

県止博物詑研究報告日然科•字 叫奈川

県立生命の星・地球博物餡

!ll田政睛 企l血展『湖の船卜』開催史と博物館活動の中

でのイ叫邑滋竺限立存琶湖博物狛研究謡互報・六
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摘要

平田大二•新井田秀一・山下浩之•田口公則•佐藤武宏 特別展「人と大地と一 ー」

の開催記録と自已検証の試み 一博物館における新しい地学教育を目指して展開 した展示活動一

立博物館研究報告（自然科学）

神奈川県

神奈川県立生命の星・地球博物館において、 年度に開催された夏季特別展「人と大地と

」の開催記録を、開催までの経緯と作業スケジュール、会期と会場、展示の目的と構成、図録、ワー

クショップ、シンポジウム、入場者アンケート、広報、入場者数と入場料、開催経費にわけて記載した。さ

らに、その開催記録に基づいて、特別展「人と大地と」の自己検証を試みた。特別展「人と大地と」は、生

命の星 ・地球博物館の総合研究 「博物館における新しい地学教育」の成果を基にして、展開された展示であ

る。検証結果としては、おおむね目的は達成されたと考えられる。しかし、現状においては展示をどのよう

に評価すればよいのか、その方法論はまだ確立しているとはいえない。展示評価の方法論が確立されていな

いからこそ、展示の記録を蓄積していくことが必要である。展示にかかわるさまざまな情報を記録、公開し、

その課題を考えること、展示のための評価はどのよう なものであるか、その基準をどこに求めるのかについ

て議論を深めことが必要である。特別展の記録と評価は、博物館の評価にも発展するものである。

付表 展示資料 リスト

項目展示資料名 産地・作者・所蔵者等

1 地球と生命がつくりあげた大地

1-1 地球の材料

01 アエンデ隕右（炭素質コントライト） メキシコ チワワ州

02 ムーラヒ開員石（ハイパーシ芦ルントライト） オーストラリアニューサウスウェールズHI
03 タクスツアック隕石（コンドライト） メキシコサカテカス

04 アフマダ隕石（パラサイト） メキシコチワワ小1、1

05 ウァカ ムエルタ隕石（メソシデライト）チリ アタカマ

06 ワトソン隕右（オクタヘドライト） オーストラリア南オーストラリア小1,1

07 アリスペ阻右（オクタヘドライト） メキシコソノラ小卜1

08 ドーファー025隕石（月起源阻石）オマーン ドーハ

09 限石の分類表

10 落下した隕石の割合グラフ

11 ウルフクリーク隕石孔写真 オーストラリア

1-2 最古の海と陸

12 縞状鉄鉱層 グリーンランドイスア地方

13 含クロム雲母片麻岩 グリーンランドイスア地方

14 アミツォーク片麻岩 グリーンランドイスア地方

15 アカスタ片麻岩 カナダ北西準）i、|アカスタ地方

16 ベアトゥース片麻岩 アメリカ合衆国モンタナ州ベアトゥース山

17 イスア礫岩 グリーンランドイスア地方

18 ヌーク片麻岩 グリーンランドイスア地方

19 枕状溶岩の霧頭写真 グリーンランドイスア地方

20 縞状鉄鉱層の露頭写真 グリーンランドイスア地方

21 アミツォーク片麻岩の霧頭写真 グリーンランドイスア地方

22 アカスタ片麻岩の露頭写真 カナダ北西準州アカスタ地方

23 ペアトゥース片麻岩の露頭写真 アメリカ合衆国モンタナ州ベアトゥース山

24 最古のれき岩の霧頭写真 グリーンランドイスア地方

25 太古代岩右の分布図

26 全地球史年表

1-3 大気の形成

27 ストロマトライト ボリビアサンタクルス地方

28 現生ストロマトライト オーストラリア西オーストラリアillハメリンフール
29 ストロマトライト 中国

30 縞状鉄鉱層 オーストラリア西オーストラリア州ハマスレー

31 ストロマトライト カナダ北西準州グレートスレーブ湖畔

（受付： 年月日；受理： 年月日）

32 縞状鉄鉱展 中国遼寧省鞍山

33 ストロマトライトの霧頭写真 カナダ北西準州グレートスレーブ湖畔

34 現生ストロマトライトの露頭写真 オーストラリア酉オーストラリア州ハメリンフール

35 縞状鉄砿層の露頭写真 オーストラリア西オーストラリア州ハマスレー

36 酸素の放出解説図

1-4 生命のあゆみ

37 最古の生命化石を含むチャート オーストラリア西オーストラリア、Illマーブルハー

38 三葉虫（パラドキシデス） モロッコ

39 アンモナイト（ユーパキディスカス）北海道中川郡中川

40 ヤマトビカリア 岡山県勝田郡奈義町

41 タハハシホタテ 北海道

41 アウストラロビテクスボイセイ（複製） タンザニア

42 地質時代年表

1-5 地球をつくる石

43 玄武岩 オーストラリア西オーストラリア・Illマープルハー
44 層状はんれい岩 キプロス トルードス

45 チャート オーストラリア西オーストラリア・Illマープルハー
46 石灰岩 中国広西壮族自治区桂林

47 玄武岩質縄状溶岩 アメリカ合衆国ハワイ9川ハワイ島

48 アルカリ玄武岩 ニュージーラントクック諸島アイツタキ島

49 白瑠岩 イタリアローマ

50 玄武岩質枕状溶岩 カナダ北西準州イ土ローナイフ

51 玄武岩 東京都大島町（伊豆大島）

52 玄武岩質火山弾 東京都大島町（伊豆大島）

53 安山岩 神奈川県箱根町二子山

54 泥岩（粘板岩） 神奈川県藤野町和田峠

55 砂岩 神奈川県藤野町和田峠

56 緑色凝灰岩 秋田県男鹿市双六

57 緑色片岩 埼王県秩父郡長瀞町

58 藍閃石片岩 埼玉県比企郡小川町

59 紅簾石片岩 埼玉県秩父郡長瀞町

60 ザクロ石片麻岩 ネパール

61 エクロジャイト ノルウェー

62 花南岩 長野県上伊那郡中川村渡場

63 片麻岩 カナダ北西準川アカスタ地方

64 斜長岩 アメリカ合衆国ニューヨーク小l‘|
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1 . 付表 （続き） 展示資料 リスト

65 ネフェリン閃長岩

66 かんらん岩

67 かんらん岩捕獲岩

2 大地の見方

2-1 時間と空間

68 46億年の時間スケール図

カナダオンタリがiiハン如フトデービスUレ

ニュージーランドレッドヒル

アルゼンチンゴベルナルド・グレゴレス

69 銀河のスケール図（アンドロメダ星雲： 10の26乗m)

70 太陽系のスケール図（太陽系： 10の15乗m)

71 惑星のスケール図（地球： 10の6乗m)

72 大陸のスケール図（アフリカ大陸北部：10の5乗m)

73 大地のスケール図（サハラ砂漠： 10の2乗m)

74 石のスケール図（サハラ砂漠の砂：ルーペの世界1mm)

75 砂粒のスケール図（サハラ砂漠の砂粒：鼈子顕微鏡の世界0.001mm)

2-2 調べる道具

76 地形図

77 筆記具

78 フィールドノート

79 ハンマー・タガネ

80 ルーペ

81 カメラ

82 クリノメータ

83 サンプル袋

84 偏光顆微鏡

85 蛍光X線分析装置(XRF)写真

86 微小領域電子線分析装置(EPMA)写真

2-3 地図のいろいろ

87 2万5千分(1)1地形図（箱根・小田原南部）

88 5万分の1地形図（小田原）

89 20万分の］地勢図（横須賀）

90 航空写真

9] 地球儀

92 海図（サンフランシスコ湾）

93 海底地形模型（伊豆・小笠原海域）

94 立体地形模型ハワイ島

95 立体地形模型海底地形

96 地形分類図（箱根）

97 土地被覆図（箱根）

98 都市圏活断層図（小田原）

2-4 新しい視点

99 箱根火口地質嘆型

100高度7250mから見た箱根火山CG鳥諏図

101高度16000mから見た箱根火山CG鳥轍図

102高度21750mから見た箱根火口CG鳥轍図

103真鶴沖高度16000mから見た箱根火山CG鳥諏図

3 大地の中の芸術

3-1 水晶のいろいろ

（大型水晶）

104水晶

105水晶

106水晶

107煙水晶

108黄水晶

（水晶の産状）

109水晶

110水晶

111水晶

112水晶

113水晶

114水晶

115水晶

116水晶

117水晶

118水晶

119水晶

120黒水晶

121黒水晶

122紫水晶

茨城県高取鉱山

山梨県塩山市竹森

岐阜県中津川市苗木町高山

岩手県釜石市橋野町和山

ブラジルミナス・ジェライス

奈良県奈良市阪原町北出

岩手県陸酌高田市王鉱山

滋賀県大津市田上山

イタリアモンブラン

スイスアルプパルタン

宮崎県児湯郡西米良村板谷

音森県中津軽郡西目屋村尾太鉱山

齊森県中津軽郡西目屋村尼太肱山

音森県中津軽郡西目屋村尾太鉱山

音森県中津軽郡西目屋村尾太鉱山

岩手県笠合森鉱山

岐阜県恵那郡蛭川村田原

岐阜県恵那市太田

右川県小松市尾小屋鉱山

123水晶

（水晶の色）

124紫水晶

125 アメトリン

126黄水晶

127緑水晶

128黒水晶

129紅水晶

130ライラック色水晶

131鉄右芙

132濃度不均一の煙水晶

133濃煙水晶

134煙水晶

135淡煙水晶

（水晶の形）

136水晶（日本式双晶）

137水晶（日本式双晶）

138水晶（日本式双晶）

139水晶（日本式双晶）

140ハーキマー・ダイヤモンド水晶

141ハーキマー・ダイヤモンド水晶

142ハーキマー・ダイヤモンド水晶

143擬高温型水晶

144松茸型紫水晶

145煙水晶の変形型

146層状水晶

147ファーデン水晶

148煙水晶のねじれ型

149ヌケガラ水晶

150砂漠のボール

（鉱物入り水晶）

151赤鉄鉱入り紫水晶

152硫黄入り水晶

153デンドライト入り水晶

154ルチル入り水晶

155水入り水晶

156吉色針状結晶入り水晶

157草入り水晶

158コサラ鉱入り水晶

159水入り水晶

160ルチル入り水晶

161 山入り水晶

162山入り水晶

163口入り型草入り水晶

（水晶の塊）

164水晶塊

165煙水晶塊

166煙水晶

167黄水晶塊

168水晶礫

（水晶の仲間）

169 メノウ

170 メノウ

171玉髄

172蛋白石

173蛋白石

174蛋白石

175蛋白石

3-2 美しい天然結晶

山梨県甲府市黒平

ボリビアサンタクルス

ボリビア サンタクルス

ブラジルミナス・ジェライス

パキスタンアズール

アメリカ合衆国アーカンソー小卜1

ブラジルミナス・ジェライス

中国湖南省

スペインバレンシア

アメリカ合衆国ニューメキシコ州

岐阜県恵那郡蛭川村田原

スイスユリゲッシェナーアルプ

口梨県甲府市黒平

長崎県南松浦郡奈盗町奈紹島

山梨県東山梨郡牧丘町乙女鉱山

アメリカ合衆国アリゾナ州りシントンキャンプ

プラジルミナス・ジェライス

ア刈力合衆国ニューヨーク州ハーキマー

ア刈力合衆国ニューヨーク州ハーキマー

ア刃力合衆国ニューヨーク州ハーキマー

イギリスカンブリア

マダガスカルトアマシーナ

プラジルミナス・ジェライス

ブラジルミナス・ジェライス

パキスタンワジリスタン

スイスファルギウ

ブラジルバイア

オマーン

カナダオンタリオ小什ピアール

ブラジルバイアコロッチョ

ブラジルミナス・ジェライス

ブラジルミナス・ジェライス

メキシコヌエボレオンリナレス

ブラジルミナス・ジェライス

ネパールガネシュハイマル

カザフスタンカラオバ

プラジルミナス・ジェライス

ブラジルミナス・ジェライス

ブラジルミナス・ジェライス

ブラジルミナス・ジェライス

ブラジルミナス・ジェライス

プラジルミナス・ジェライス

ブラジルミナス・ジェライス

ブラジルミナス・ジェライス

ブラジルミナス・ジェライス

ブラジルミナス・ジェライス

プラジルミナス・ジェライス

ォーストラリアサンシャイン・コーストユーマンディ

インドマハラシュトラバニ ナシク

石川県能登郡大杉谷村赤瀬

石川県能登郡大杉谷村赤瀬

北海道河東郡鹿追町然別湖

北海道河東郡鹿追町然別湖

176鉄ばんザクロ右(1月謳生右） アメリカ合衆国アリゾナ州サンカルロス

177鉄ばんザクロ石(1月誕生石） 茨城県真壁町ロノ尼

178紫水晶（2月誕生石） ブラジルリオグランデスール

179アクアマリン／緑柱石(3月誕生石）パキスタン ギルギット

180アクアマリン／緑柱石(3月誕生石）マダガスカル

181こはく(3月挺生右） 千葉県銚子市波止口右切場

182ダイヤモンド(4月謳生右） ロシア サカーウダクニー鉱山

183エメラルド／緑柱石(5月誕生石） ブラジルバイアカルナイバ

184ひすい／硬玉(5月誕生石） 新潟県糸魚川市姫川

185アマゾナイト／天河石(6月誕生石） アメリカ合衆国コロラト州パーク郡

186ラプラトライト／曲灰長石(6月誕生石） フィンランドイアマー

187 Iレピー／コランダム(7月霙生右） マダガスカル

188ルビー／コランダム(7月誕生右） ネパール
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189ペリトソト／カンラン石(8月誕生石） アメリカ合衆国アリゾナ，J9|9|サンカルロス 257重晶石と白鉛鉱 モロッコミプラデン

190ペリドット／カンラン石(8月誕生石）アメリカ合衆国アリゾナJ朴ペリトット 258透明方解石 メキシコ チワワ州

191サファイヤ／コランダム(9月誕生石） ローデシアジンバブェブラワーヨ 259方解右 岐阜県大垣市赤坂町金生山

192サファイヤ／コランダム(9月誕生石） スリランカ パサーラ 260方解右 山形県月布

193サファイヤ／コランダム(9月誕生石） 広島県庄原市勝光山 261 方解石 大分県大野郡緒方町豊栄鉱山

194トルマリン／リチア電気石(10月誕生石） アフガニスタン クナール 262方解石 メキシコチワワ州

195オパール／蛋白石(10月誕生石） 福島県耶麻郡西会津町宝坂 263方解石 岐阜県吉城郡神岡町神岡鉱山

196トパーズ／黄玉(11月誕生石） アメリカ合衆国ュタ州トーマスレンジ 264方解石 岐阜県吉城郡神岡町神岡鉱口

197トパーズ／黄王(11月挺生右） ブラジルミナス・ジェライスオウロプレト 265あられ右 スペイン

198ジルコン(12月誕生右） 福島県伊達郡川俣町房又第一水晶山 266微斜長右 山梨県甲府市黒平

199ジルコン(12月誕生石） アメリカ合衆国アリゾナ州キングマン 267リチア角閃石 アメリカ合衆国ノースキャロライナ小卜1

（宝石鉱物） 268鉄竃気石 山梨県甲府市黒平

200 自然金 アメリカ合衆国アラスカ小卜1 269 白孟母 インド

201砂金 北海道松酌郡福島町知内川 270 白雲母 福島県石川郡石川町塩沢

202 自然銀 カナダオンタリオ州 271金霊母 朝鮮

203 自然白金 アメリカ合衆国カリフォルニア州 272鉄ばんザクロ石 マダガスカル

204ラビスラズリ チリ 273鉄ばんザクロ石 オーストリア南チロル

205トパーズ パキスタンギルギット 274苦ばんザクロ右 イタリア

206トパーズ パキスタンギルギット 275緑れん右 長野県小県郡武石村下本入

207トパーズ パキスタンギルギット 276葉蝋石 アメリカ合衆国カリフォルニア小卜1

208ひすい輝石 オーストラリア西オーストラリア州ヒ＇ルバラ 277銀星石 アメリカ合衆国アーカンサス州

209リチア輝石 アフガニスタン ヌリスタン 278菰吉石 京都府京都市

210リチア輝石 ブラジル バイア 279華吉石 京都府亀岡市櫻天満宮

211菱マンガン鉱 茨城県西茨城郡七会村高取鉱山 280カオリナイト トルコ キルシャイアー

212めのう アメリカ合衆国フロリダHI 281紅柱右 オーストリアチロルセルライン

（電気石グループ） 282クリソタイル カナダケベック小卜1

213電気石 スリランカラトゥナプーラ 283魚眼石 長崎県福江市椛島椛島真興採石所

214電気石 モザンビークナカラ 284魚眼石と葡萄石 インドボンベイ

215トルマリン 色変わりカット標本 285トムソン沸石 佐賀県東松浦郡鎮西町早田

216トルマリン 色変わりカット標本 286束沸右 インドナシーク

217リチア電気右 プラジルミナス・ジェライス 287天日塩 メキシコ

218リチア電気石 ブラジルミナス・ジェライス （色）

219リチア電気石 ブラジルミナス・ジェライス 288バラ輝石 滋賀県高島郡朽木村熊畑鉱山

220リチア電気石 ブラジルミナス・ジェライス 289菱マンガン鉱 肯森県中津軽郡西目屋村尾太鉱山

221リチア電気石 ブラジルミナス・ジェライス 290尖晶石 スリランカ

222リチア竃気石 アフガニスタンヌリスタン 291 尖晶石 スリランカ

223リチア電気石 福岡県福岡市長垂 292バラ石英 ブラジル

224リチア電気石 茨城県久慈郡里美村妙見山北東斜面 293鱗哀母 アメリカ合衆国ニューメキシコ小卜1

225紅電気右 アフガニスタンヌリスタン 294リチア電気右 アメリカ合衆国カリフォルニア州

226紅電気右 モザンビーク 295エクロジャイト ノルウェー

227紅電気石 ネパール 296コランダム／ルビー マダガスカルアンタニモーラ

228クロム電気石 タンザニア 297辰砂 奈良県宇陀郡菟田野町神生鉱山

229クロム電気石 タンザニア 298辰砂 スペインリアルアルマデン

230藍電気石 アフガニスタン ヌリスタン 299イネス石 静岡県下田市蓮台寺河津鉱口

231藍電気右 モザンビーク 300菫泥右 トルコ コプダクラリ

232電気石／緑電気右 アフガニスタンヌリスタン 301スチピ右 南アフリカトランスバール

233電気石／緑電気石 ケニヤタバタ 302紫色鉱 ナミビアクラインスピッツコッペ

234鉄電気石 福島県石川郡石川町和久 303水鉛鉛鉱／黄鉛鉱 アメリカ合衆国アリゾナ小卜1

235鉄電気石 福島県石川郡石川町和久 304鶏冠石 櫛田川

236苦土電気石 オーストラリア南オーストラリア小卜1 305コバルト華 モロッコアンティアトラス

306弗素燐灰右 メキシコ デュランゴ

3-3鉱物の形と色 307硫黄 イタリア シシリー

（形） 308 自然硫黄 イタリアシシリー

237黄鉄鉱 スペインソリアバルデネグリロス 309蛍光性ブルーアンバー ドミニカ

238黄鉄鉱 北海道檜山郡上ノ国町上国鉱山 310蛍石 アメリカ合衆国イリノイ小卜1

239黄鉄鉱 昔森県中津軽郡西目屋村尾太鉱山 311 蛍石 アメリカ合衆国イリノイ小卜1

240黄鉄鉱 宮城県白石市万蔵鉱山 312魚眼石 インド プーナ

24] 黄銅鉱 秋田県仙北郡協和町荒川鉱山 313葡萄石 インド プーナ

242輝水鉛鉱 岐阜県大野郡白川村平瀬鉱山 314方解石 メキシコ デュランゴ

243閃亜鉛鉱 秋田県北秋田郡阿仁町佐山鉱山 315リチア輝石 ブラジルミナス・ジェライス

244方鉛鉱 秋田県北秋田郡阿仁町阿仁鉱山 316硫黄 熊本県阿蘇山

245毛鉱 埼玉県秩父郡大滝村秩父鉱山 317輝水鉛鉱 岐阜県大野郡平瀬鉱山

246輝安鉱 宮城県刈田郡七ヶ宿町材木岩 318黄鉄鉱 音森県中津軽郡西目屋村尾太鉱山

247輝安鉱 中国 319電気石 オーストラリア南オーストラリア小卜1

248赤鉄鉱 ブラジル ミナス・ジェライス 320縞状鉄鉱洒 オーストラリア西オーストラリア小卜1

249ジルコン‘ ブラジル ミナス・ジェライス 321縞状鉄鉱層 オーストラリア西オーストラリア州

250クリストバル右 北海消北見常呂郡置戸町 322縞状鉄鉱層 オーストラリア西オーストラリア小1,1

251 ホランド鉱 アメリカ合衆国ニューメキシコ小卜1 323縞状鉄鉱層 オーストラリア西オーストラリア小卜1

252鍾乳石状孔雀石 ザイールカタンガ 324天日塩 メキシコ

253石膏 山梨県南巨摩郡中富町夜子沢 325珪灰石 茨城県笠間郡市福原柊山

254透明石膏 メキシココアウイラ小卜1 326蛍石 三重県紀J小I鉱山
255石膏 モロッコ王国 327方解右 福岡県

256重晶右 アルゼンチン 328鷹晴右 南アフリカグリークアランド
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1 . 付表 （続 き） 展示資料 リスト

329藍方石

330藍銅鉱

331藍銅鉱

332天音右

333斜長岩／ラブラドル石

334方魯達石

335ラズライト

336ひすい輝石

337斑銅鉱

338ハウ右

339天河石

340黒銅鉱と珪孔雀石

34]水亜鉛銅鉱

342コニカルコ石

343孔雀石

344緑泥石

345クリソプレース

346アタカマ右

347灰クロムザクロ石

348翠銅鉱

349クロム雲母

3-4宇宙からみた大地の模様

ロシア共和国バイカル湖周辺

中国広東省陽春緑銅鉱山

アメリカ合衆国アリゾナ小卜1

マダガスカルカセペ

カナダ

ナミビア

アフガニスタンバダシャン

新潟県糸魚川市虫川

アメリカ合衆国ニューメキシコ小卜1

アメリカ合衆国カリフォルニア州

アフリカ

アメリカ合衆国アリゾナ,J,1,1

メキシコデュランゴ マビニ

アメリカ合衆国ユタ小卜1

コンゴ民主共和国カタンガ

アラブ首長国連邦

オーストラリア

チリクピアポ

ロシア ウラルスキークレベット

アンゴラツメブ

ブラジル ミナス・ジェライス

350リチャット構造(ASTER衛星画像） モーリタニア

351スレイマン衝上帯（ASTER衛星両像） パキスタン

352ジンダピア背斜構造(ASTER衛星画像）パキスタン

353タネズルフト(ASTER衛星画像） アルジェリア

354ナミプ砂漠（ASTER衛星画像） ナミヒア

355グランデルグオリエンタル(ASTER衛星画像） チュニジア

356カッチデルタ(ASTER衛星画像） インド

3-5岩石の形と模様

357ペトラの砂岩 ヨルダンペトラ

358リーゼンガング風化シルト岩 オーストラリア西オーストラリア，19|9|クヌヌーラ

359リーゼンガング風化シルト岩 オーストラリア西オーストラリア小札クヌヌーラ

360ゼプラロック（細粒珪質泥岩） オーストラリア西オーストラリア州クヌヌーラ

361 ゼプラロック（細粒珪質泥岩） オーストラリア西オーストラリア，19|9|クヌヌーラ

362車石（玄武岩）露頭写真 北海道根室市

363枕状溶岩（玄武岩）露頭写真 カナダ北西準小卜1イ土ローナイフ

364柱状節理（安山岩）露頭写真 静岡県下田市爪木崎

365チャート層露頭写真 オーストラリア西オーストラリア911iビルハラ地方

366荷重痕臨頭写真（砂岩） 神奈川県三浦市城ヶ島

367砂鉄模様現場写真 宮崎県吉島

368鬼の洗濯板蒻頭写真（砂岩泥岩互層） 宮崎県吉島

369球状花問岩 ノルウェー

370球状花問岩 福井県大野市堀兼

371球状花聞岩 宮城県白石市大卒塔婆

372球状花尚岩 福井県

373玄武岩浴岩樹形 富士山

374玄武岩溶岩樹形 三宅島

375食い違い右 新潟県糸魚川市小滝

376こんにゃく右（砂岩） インド

377三稜石（片麻岩） 南極

378貝殻砂岩 オーストラリア西オーストラリア・Illハメリンプール

3-6大地に芸術を見いだす

379樹形石（二酸化マンガン）

380樹形石（二酉変化マンガン）

38l樹形石（二酸化マンガン）

382碧玉

383風景右（珪灰右スカルン）

384パエジナストーン（大理石）

385パエジナストーン（大理石）

386パエジナストーン（大理石）

（水石）

387白山紋右（球状流紋岩）

388能登仏右（珪質泥岩）

389ニービ石（ひょうたん石） （細粒砂岩）

390菊花石（方解石）

391菊花石（方解石）

392さざれ石（石灰質礫岩）

393壷石（礫岩）

394土岐右（桜右）（チャート）

ブラジル

ブラジル

ドイツゾJレンフォーヘン

マダガスカルアンボロボゾ

ロシア 沿海州ダルネモルスク

イタリアフローレンス

イタリアフローレンス

イタリアフローレンス

右川県吉野谷村中宮温泉

右川県珠洲市

沖縄県読谷村

岐阜県

岐阜県

岐阜県春日村粕川

岐阜県多治見市

岐阜県本巣郡根尼村

395菊花石（方解石）

396丹波メノウ（赤色頁岩）

397桜石（ホルンフェルス）

398瀬田川虎右（砂岩泥岩互層）

399鉄丸石（珪質粘板岩）

400馬蹄石（珪質粘板岩）

401菊花石（方解石）

402佐渡碧玉（銅石英）

403佐渡赤王右（鉄右英）

404蛇紋右

405くりき紋石（流紋岩）

406白山紋石（流紋岩）

407カスリ石（斜長石玄武岩）

408五彩石（凝灰質礫岩）

409ハチノスサンゴ（石灰岩）

410九頭竜川紋石（流紋岩）

41]梅花石（ウミユリ化石）

412右筍（方解右）

413右筍（方解右）

414印篭石（普通角閃石）

4人と大地のかかわり
4-1天然資源

415右炭

416天然コークス

417黒鉱

418海口性マンガンノジュール

419 自然銅

420 自然銅

421 自然銅

422黄銅鉱

423縞状鉄鉱層

424磁鉄鉱

425閃亜鉛鉱・方鉛鉱

426閃亜鉛鉱

4-2石材

（神奈川）

岐阜県本巣郡根尾村松田

京都府亀岡

群馬県桐生市渡良瀬川

滋賀県大津市瀬田川

静岡県静岡市足久保安部川

静岡県静岡市足久保安部川

東京都青梅市多摩川

新潟県佐渡畑野町猿八

新潟県両津市野浦

新潟県糸魚川市姫川

福井県

福井県

福井県

福井県和泉村

福井県勝山市

福井県九頭竜川

福岡県北九川市門司吉浜

ロロ県美祢郡秋芳町秋芳洞

山口県美祢郡美東町景清消

石川県石川郡吉野谷村白山山頂

北海遣釧路市太平洋炭鉱

福岡県北九州市八幡区筑豊炭田

秋田県大館市花岡鉱山

南鳥島肯東 平I曾航且上け沿都Q,200m)

奈良県吉野郡東吉野村二尾鉱山

アメリカ合衆国ミシカン州ケウィーノウ

アメリカ合衆国ミシガン州ケウィーノウ

埼天県秩父郡大滝村秩父鉱山

オーストラリア西オーストラリア小卜1

埼玉県秩父郡大滝村秩父鉱山

宮城県栗原郡鴬沢町細倉鉱山

岐阜県吉城郡神岡町神岡鉱山

427佐島右（三浦層群凝灰岩） 神奈川県横須賀市佐島

428溶者羅灰岩笞棧火山古開料翰江噴出物） 神奈川県小田原市入生田

429切 松石按山岩・箱恨K山団防叩 諾）神奈川県足柄下郡真鶴町
430根呵II石ぽ乱砦箱帳火山団那悼紅詮浩）神奈川県小田原市根府川

431大理石（丹沢層群結晶質石灰岩）神奈川県足柄上郡山北町白石沢

432サンゴ石（丹沢層群石灰岩） 神奈川県足柄上郡山北町尺里

433柱状節理（安山岩・足柄層群の火遼） 神奈川県足柄上郡山北町谷峨

434七沢右（丹沢層群凝灰岩） 神奈川県厚木市七沢

（日本）

435田皆（石灰岩）

436大谷石（凝灰岩）

437美濃黒（石灰岩）

438士佐桜（石灰岩）

439銀波（右灰岩）

440貴蛇紋（蛇紋岩）

441多胡石（砂岩）

442恵那石（花尚岩）

443白雲（晶質石灰岩）

（世界）

444プラジリアンプラック（はんれい岩）

445 ナショナル・カナダ・プラ、ノク（はんれい岩）

446タイバサロ・レッド（赤色花樹岩）

447ジョウン・オレンジ（右灰岩）

448ライトブルー（晶質石灰岩）

449トラバーチン・ロマーノ（石灰岩）

450グリーンマープル・オニックス（石灰岩）

451インド赤色砂岩

452韓国縞凩（晶質石灰岩）

4-5ダイヤモンド

453ダイヤモンド原石

454ダイヤモンド原石

455ダイヤモンド原石

456ダイヤモンド原右

457ダイヤモンド原右

鹿児島県沖永良部島

栃木県宇都宮市大谷

岐阜県不破郡赤坂

高知県高岡郡趙知町鎌倉山

山口県

埼玉県秩父郡皆野町上三沢

群馬県多野郡吉井町大沢

岐阜県恵那市

岩手県東磐井郡大東町

ブラジル

カナダ

フィンランドタイバサロ

ポルトガル

アンゴラ

イタリア ローマチボリ

パキスタン

インドジャイプール

韓国

ロシアウダドゥニー鉱山

中国山東省祈蒙山

ロシアウダドゥニー鉱山

ロシア ウダドゥニー鉱山

オーストラリア西オーストラリア・111アーギル鉱比
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1 . 付表 （続き） 展示棗料リスト

458ダイヤモンド原石 オーストラリア西オーストラリア・Illアーキル鉱山 516かすみ石の夜光盃 中国

459ダイヤモンド原石 中国山東省祈蒙口 517ウミユリ石灰岩のピツジ 中国

460ダイヤモンド原右 ザイールイトコ 518軟王のゾウ 中国

461カリナンダイヤモンド原右（複製） 519サンゴ石灰岩のカメ 中国

462カリナン I（複製） 520蛇紋石のクジラ グリーンランド

463カリナン II（複製） 521蛇紋石のクジラ カナダ

464カリナンII1（複製） 522メノウのブドウの実① マダガスカル

465カリナンw（複製） 523メノウのブドウの実②

466カリナン V（複製） 524軟王のプドウの実③ 中国

467カリナン VI（複製） 525紘物のプドウの実①

468カリナン＼7[J(複製） 526紫水晶のプドウの実⑤

469カリナンVll1（複製） 527メノウのブドウの実⑥

470カリナン IX（複製） 528ソリティア・ゲーム① マダガスカル

471イングリッシュドレスデン （複製） 529ソリティア・ゲーム② マダガスカル

472コーイヌール（複製） 530ソリティア・ゲーム③ レ・ユニオン島

473コーイヌール（複製） 531 ソリティア・ゲーム④ マダガスカル

474スチュワート（複製） 532大理石の洋梨

475グレートモーガル（複製） 533紫水晶のプドウの実⑦

476リージェント（複製） 534大理石のリンゴ

477南の星（複製） 535大理石の卵

478ナサック （複製） 536大理石の白ゾウ

479パシャ・オブ・ニジプト（複製） 537大理石の赤ゾウ インドネシアバリ島

480ドレスデングリーン （複製） 538石灰岩のクジラ ペルー

481サンシー（複製） 539滑石の人形 北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国）

482ホープ（複製） 540ウラル右のウサギとタヌキ ロシア

483ホープ（複製） 541石灰岩のスカラベ エジプト

484ジュビリー （複製） 542ラビスラズリのイルカ チリ

485フロレンチン（複製） 543ラビスラズリのモアイ像 チリ

486シアー（複製） 544ラビスラズリのクジラ チリ

487ティファ＝一 （複製） 545葉蝋右の僧 中国

488南アフリカの星 （複製） 546滑右の人形 北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国）

489オルロフ （複製） 547マンモスの象牙のブローチ シベリア

490エステの星（複製） 548マンモスの象牙 カナダ

49]北極星 （複製） 549縞状鉄鉱層の印鑑 中国

492ピゴット（複製） 550貝殻石灰岩の印鑑 中国

551フズリナ石灰岩の印鑑 中国

4-6人工水晶 552孔雀石のネックレス 南アフリカ

493有色人工水晶（グリーン） ロシア科字アカデミー製 553ペトラのビン入り砂絵 ヨルダン

494有色人主水晶（プルー） ロシア科学アカデミー製 554ペトラのビン入り砂絵 ヨルダン

495ガラス製水晶イミテーション ロシア製 555セピオ右の人顔 トルコ

496雪結晶型人工水晶 ロシア製 556岩塩のロウソクたて パキスタン

497コーティングされた水晶 アメリカ合衆国製

498合成アメトリン ロシア科字アカデミー製 6地球の寺子屋

499人工水晶 アメリカ合衆国製 6-1砂の自然史

500有色人工水晶（ブラウン） ロシア科学アカデミー製 557世界の砂 100点

501ガラス製水晶イミテーション 中国製 558 日本国内の砂 198点

502人工水晶 ロシア科学アカデミー製 559神奈川県周辺地域の砂 150点

503人工着色黄水晶 コロンビア製 560神奈川県内の砂 198点

504人工紫水晶

505様々 な南晶面をもつ人工水晶計40点 ロシア科字アカデミー製 6-2地球の寺子屋

561ミョウバン結晶 長山桂子氏作

5芸術になった大地 562ペットボトルに作った地層

5-1芸術作品 563ペットホトルに作った地層

506石の楽器（讃岐石） 耳塚信博氏作 564地層はぎ取り 田村悪補氏作

507永遠のゆりかご（讃岐石） 柴山京子氏作 565火山噴火の再現実験l

508メテオグラス 吉本雅孝氏作 566火山噴火の再現実験2

509いん鉄ナイフ 冨木和司氏所蔵 567蝕覚実験（アンモナイト・火山弾）

510いん鉄を文字板にした懐中時計己木和司氏所蔵

511いん鉄を文字板にした腕時計 冨木和司氏所蔵 6-3デジタル自然史博物館

512カスケード 上哲男氏作 568地球のからくり

513大理石モザイク 上哲男氏作 569地学地球紀行

514大理石オブジェ「大地」 上哲男氏作 570宇宙から見た大地

571神奈川の大地

5-2民芸品 572砂の自然史

515皿にバン 吉木淳ー氏作 573身逝な自然




